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巻頭言

この度、東北学院大学情報処理センター年報第4号

を発刊するにあたり、所長として舌ご挨拶申し上げ

ます。

現在、学校法人東北学院では、平成19年4月の稼

働を目指して、ネットワーク環境の更新作業を進めて

おります。これにより、大学の教育・研究面における

IT環境の向上も期待されるところであります

ところで、大学をめぐっては、いわゆる「全入時代
,

の到来」と大学の生き残り競争が巷間取りざたされて

久しいところです。どの大学でも、生き残りをかけ、

「大学力」の向上を目指したFD活動に余念がありま

せん。その一環として、個々の教員の「教育力」なる

ものも取り上げられるようになりました。 1T機器を

利用した教育技術も、「教育力」有無の要素として、 F

D関連の会議で問題とされることが増えております。

しかし、何時の時代でも、様々な最新技術を駆使できることが、そのまま「教育力」向

上に結びつくものではないことはいうまでもないことです。企業社会においては、プレゼ

ンテーションのためにパワーポイントを利用することはごく当たり前のこととなっていま

すし、大学の講義でも、利用する教員が増えています。ところが、一見スマートなこの講

義方式も、使い方を誤ると、教員の自己満足をもたらすだけで、学生の授業理解にとって

逆効果となることも忘れてはならないでしょう。

情報処理センターという、1T関連の教育環境を預かる施設では、最新かつ利用しやす

い環境及び「技術」を提供することが第一の使命です。パソコンが家電のように利用しや

すいものになっていく必要があるのと同様に、教育機器としてのITも、いわゆるコンピ

ユータアレルギーを抱える教員・学生にとって馴染みやすく利用しやすいものになってい

く必要があるでしょう。同時に、情報処理センターの提供する IT環境が、教育活動にお

いて、教員がそれをどのように利用すれば、「教育力」の向上に結びつくのかということも、

提示していく必要があると考えております。

東北学院大学情報処理センター

所長高木龍一郎
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2 寄稿

2

福島大学名誉教授早坂月夫

私は現在、福島大学、東北学院大学、東北福祉大学の3大学で非常勤講師として、情報・情報教

育学関連科目の講義をしております。今般、東北学院大学泉情報処理センター主任、松澤教授から

情報処理センター年報ヘの「寄稿」をご依頼されたので、私が在職中に関わった計算機・計算機教

育などにっいて思い出しながら記述してみました古いことなので、いろいろと言己億違いのところ

などもあるかと思いますがご勘弁ください

1「我力国の大学情報ヒの歩みについて」

1 東北地区国立大学における情報化の歩み

私は昭和35年3月に東北大学教育学部を卒

業しましたが、その頃理学部、工学部以外の

学部学生にとっては、計算機を使えるという

ことは夢のような話でしたし、東北大学が日

本電気からデジタル計算機(NEAC-1102、写真

参照)を購入した(昭和33年)ことも知りま

せんでした。その後、私は東北大学工業教員

養成所に勤務し、昭和43年に福島大学に移り

ましたが、その当時、我々の建物の北側にあ

つた金属材料工学科の建物に計算機が入るこ

と聞きました現東北大学情報シナジーセン

ターの年表によると昭和"年1月に大型計算

機(NEAC2200-50ωを導入、学内共同利用が

開始されたことになっています。同年 6 月に

は我が国の大学における研究利用を目的とした計算機が地域の国立大学と共同利用するという形

で、旧帝大系国立大学に大型計算機センターが設置されたのでした。これらの大型計算機センター

は地域の国立大学の研究面でのサービスを担うもので、当然センター所属の教職員定員も配属され

ていました。また、地域の国立大学の研究者が大型計算機センターに出向いて使用する場合や新規

利用者の講習会ヘ参加する場合などの旅費なども手当てされていましたが、自分の大学内での研

究・教育に携わる時間の確保という点では問題をかかえていました。その後 TSS と専用回線の技術

の導入により、昭和 47 年に遠距離の地域国立大学に端末機をおいても大型計算機センターの計算

機を利用できるようになったものの、依然として、計算結果は大型計算センターに郵送を依頼する

か直接受け取りに行かなけれぱならなかったのです。
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東北大学に昭和朋年に納入された計算機(SENAC1号機、
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時が移り,研究遂行上コンピュータ使用の利点が認識されるに伴って、地域の国立大学からの利

用が増加し、又メーンフレームコンピュータの低価格化により、地域の国立大学は特殊装置として

の計算機という形で、文部省に競って概算要求するようになり、順次整備されるようになりました。

しかし、特殊装置との位置付けのため、装置の維持費はつくものの管理運営のための定員は学内的

に処置しなければならなかったので、その同意作りが大変でありました。

社会の各分野の情報化の進展を踏まえて、大学においても情報科学教育が行われるようになり、

多数の学生を対象とする施設設備の整備が急務となってきました。このころになると比較的低価格、

高性能なパーソナルコンピュータが普及し、価格的にも従来の専用端末機に置き換えて利用するこ

とが可能になり、大学におけるコンピュータ利用は研究目的だけではなく、教育をも目的にするよ

うになりました。

研究用に使うソフトウェアは一般的にはメーカーから供給されたものや、大型計算センターで作

つたライブラリーを利用したもの、研究者による自作のものが大半でした。しかし、教育用になる

と、「コンピュータ、ソフトなければただの箱」と郷楡されるように、市販ソフトウェアの購入が

積極的に進められました。しかし、教員の希望による整備は情報処理センターの財政的負担を大き

くしました。そこで、地域の国立大学はコンピュータ維持金額が大きく、教職員定員が見込める情

報処理センターの設置を競って概算要求するようになったのです。

しかし、ある時期から、センター所属の教職員を自前で配置することを条件にしカオ青報処理セン

ター化力這忍められなくなり、依然、学内調整が必要でありました。

情報処理センターと位置付けられると、システムのりプレースを定期的に行うことができ、常に

新技術を導入できるようになると共にある程度のソフトウェア整備が可能になりました。現在は、

情報処理センター内ネットワーク、学内ネットワークの構築及びインターネット接続が一般的にな

リ、学内各部署(庶務、会計、学務、図書館など)でのコンピュータの利用が進んでおります。

このように、大学における情報処理センターの役割は、研究、情報教育からさらに大学教育科目

全般にわたるコンピュータ利用教育(いわゆる ICT教育)と進んできております。今や、各大学の

情報処理センターは全学的教育施設であり、情報技術の全学的サポートセンターの機能も担ってぃ

ると言えます。それに伴って、各大学は予算規模の大きい総合情報処理センターの設置を希望し、

概算要求を行っております。

以上、国立大学におけるコンピュータ導入の経過を述ベました。財政的な措置は違うでしょうが、

私立大学においても同様な経過をたどったのではないかと思います。現在、内容的には国立大学を

凌ぐ学内の情報化を実現している私立大学もかなりあるようです。

2 寄稿

2 東北学院大学泉キャンパス情報処理センターのICT教育支援につぃて

私は、 7年前から東北学院大学の法学部法律学科等の科目「コンピュータ演習」と教養学部情報

科学科の科目「マルチメディアシステムA」を担当しており、この間、泉キャンパスの情報処理セ

ンターのコンビュータ教室を使わせて頂いております。これまで、 2度、システム更新があり、現

在のコンビュータ教室の使い勝手は以前のシステムよりかなり授業者にとって使い勝手が良くな

つています。

私の授業はコンピュータと共にAV機器類も活用するので、教卓上でスクリーン操作、暗幕開閉



操作、照明点滅操作などやOHP、 VTR、コンピュータディスプレーなどの画面をプロジェクタ

ーで容易に投影できることなどは授業の効率化にとって大変便利です。コンピュータソフトゥエア

に関しては、授業用に使用するアプリケーションや授業支援のための便利なソフトウェアが充実し

ているととが挙げられます。「コンビュータ演習」の授業は1年生に対するコンピュータリティラ

シー教育なので、ワープロソフト、表計算、お絵かきソフト、 webブラウザー、メーノレソフト、

プログラミングなどがあれば十分です。また、「マルチメディアシステムA」の授業は高校教員免

許状(教科「情報」)の取得のために開講され、マルチメディアに関する基礎知識の習得とマルチ

メディア作品の製作実習が主たる内容なので、1BM社のホームページビルダーを利用させてもら

つています。このソフトウェアは、デジタイズの精細度は低いのですが一応、静止画、動画、音声、

音楽などが取り扱えるのでマルチメディアの実習用には充分です。ホームページビノレダーでは、取

り扱えるファイルタイプが固定されていますので、学生が持ち込むデータファイルによっては別に

ファイル変換プログラムを事前に準備しておかなければならない難点もありますが、教師用コンビ

ユータに WindowsoS の WindowsMediaplayer および機能の局し、、有半斗の QuickTime、 Realplayer な

どをインストーノレして頂いて、これで対応しています。

次に私が一番便利に利用させてもらっているのが出席管理ソフトウェアと講義支援ソフトウェ

アです。 1 クラス 65 名の出欠を2回のクリックで収集でき、更にその結果を帰宅後ゆっくり Web

サービス(ActiveMaiD で確認・言己録できることで、当該授業時間を有効に使えるという効果があ

ります。講義支援ソフトでは、個々の学生PC画
@

面が教官側から見えることや個々の学生の操作

倒a 題を止めて、教官PC画面を見せながら教師の説明

に注目させる授業ができるという効果を実現で
置幽迂

きます。 置 呼卿

その他、教師にとって有難いのは、教師毎に 圖轟 酒

配布フォルダと提出フォルダを設定し、これに 二澄虜竺贄壷 賓江尋
倒 圃より授業用資料の配布や比較的大きい容量のレ
星受IF

ポートの回収が容易に行えるフォルダ管理ソフ 劉こ,
トウェアです。大いに利用させてもらっていま

す。
講義支援ソフトウェアの生徒コンピュータの作業画面

私にとって、泉キャンハス1PC授業用システム
表示機能

は他大学のそれと比ベ、非常に使い易く作られ

ていると云えます。

2 寄稿

3 これからの大学教育の報化戦略について

現在、国立大学及び私立大学の各大学情報処理センターでは、研究及び教育のためのコンピュー

タシステムのハードウェアやソフトウェアはかなり整備されてきているとは思いますが、私力汁青報

処理センター長をしていた時の問題点すなわち情報処理センターを利用する教員のコンピュータ

リティラシーのばらつきの問題が克服されているかというとそうでもないように思えます。自分の

研究用に使う教員のコンビュータリティラシーはかなり高いものが有り、その効果は大きいのです
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が、科目の授業に使用する教員のそれには相当なぱらつきがあり、授業効果があがっていないケー

スもありますしかし、今や小・中・高校で ICT教育(情報・コミュニケーション技術を活用した

教育方法)が推進され、情報技術教育教員以外の教員の授業効果も向上してきています大学には

そのような授業を受けた学生が入学してくるのです。従って、大学の情報専門教育以外の教育にお

いても、このICT教育手法を導入するべきだと思います。大学教員は入学してくる学生の学力低下

を嘆いてぱかりいないで、従来の教育方法を変えることで、学生の勉学意識を変える努力をしてみ

ては如何かと思います。このためには、教育方法論の先生ど情報処理の先生方で構成する授業支援

研修センターを設置し、研究者であり教育者であるバランスのとれた大学教員を揃えることが必要

ではないかと思いますまた、入学してきた学生のために、e-]e壮ni鴫技術を活用して未履修科目

自学システムを構築して、学生に履修させ、大学の専門授業のスムーズな勉学に役立てることも考

えて良いのではないかとも思います。これらのことは、これからの大学を『大学』足らしめる戦略

として有効に働くのではないでしょうか。

さらに、1C力ード、総合認証、学内情報共有など学生・教職員に対する豊富なサービスシステム

などは大学キャンハス内に模擬情幸畔士会を構築することであり、そのようなキャンパスで生活する

ことが、学生が卒業後直面するであろうユビキタス社会ヘの適応力を育成することにもなると思い

ます。

最後に、大学を「教育システム」として見た場合、入学者(入力)を如何に社会に役立っ人間(出

カ)に育て上げるかを目的としたシステムであると思います。従って、そのことを達成する限り 、

大学は社会から期待される存在で有り続けることができるのだと私は考えています



2 2 工学『ての情報教育の一試み」

工学部IT教育委員会委員長

ひとくちに大学の工学部といってもその内容はバラエティに富んでいる。本学の工学部でも従来

は機械工学、電気工学、応用物理学、士木工学というある意味でレガシーな名称の中に大きく分類

されていたが、卒業生の多くが進む産業界の構造や受験生を取り巻く環境の激変にともない、最近、

機械知能工学、電気情報工学、電子工学、環境建築工学ヘとその名称を変更した

さて、外部から大学工学部を従来の一般的感覚で眺めればどの様に見えるのであろうか?おそら

く、その中では「ものつくり」に特化した「おたく」な学生が「うごめいている」ことが期待され

るのだろう。しかし最近の様々な情報からみると現実はそれとは若干異なりつつある。すなわち、

ものつくりの「上位概念」を理解し且つ「対人的なコミュニケーション能力」を備えた学生が「活

発に往来」する像を外界では期待している様子である。

そうであるならば現下環境での工学部における情報教育には何が望まれるのであろうか、という

想いが自然に湧いてくることになるが、「対人的なコミュニケーション能力」を備えた学生が「活

発に往来」という点は私の手に余る内容なので、ここではものつくりの「上位概念」を理解すると

いう限られた命題に対して工学部Π教育委員会のとったひとつの試みを紹介してみたいと想う

まず極めておおざっぱに「上位概念を理解した」ということを下世話に言えば「EX卯]や Word

を使える人材ではなく、Exce]やWord を作ることのできる人材になる」と言うことになろうそし

てこの議論を進めるにあたり第一に明らかにすべき点は、「EXO.1やWord を作ることのできる」能

力といわゆる「ものつくり」の能力との間に相関が必ずしも存在しないことであるなぜならEXO01

や Word を作ることができるということは抽象化された論理構築能力を意味し、いかなる「物」も

そこには関与しないからである。しかしながら、その概念とレガシーな工学部に期待される「もの

つくり」とをすべてりンクして「教育すべき」と考え始めると、問題は一挙に複雑化してしまう。

すなわちそれぞれの能力を分けるべき境界がその「りンク」によって極めてあいまいになってしま

うからである。そしてこの「あいまいさ」こそが工学部の教員の多くが感じる情報教育の困難性の

一因と考えられるのである。

しかし、前記の因果関係をみればその解決が実は意外と簡単であることが理解される。すなわち

教育内容をふたつのカテゴリに分け、それらの関係を学生に明示したうえでそれぞれを理解させれ

ばよいという、極めて当り前の結論に行き着くのである。そしてそのカテゴリの第一は、抽象化の

概念を取り扱ういわゆる情報科学と呼ばれる分野を扱うものであり、その第二は物を作るためまた

は使うためのツールとなるいわゆる情報工学と呼ばれる分野を扱うものである。なお、誤解を防ぐ

ためここで用いる用語「情報科学」と「情報工学」とは本学の特定の学部あるいは学科名あるいは

その内容を意味するものではないことをここに明記しておく。

さて、前者の教育は概念の学習を目的とするのであるから、いわゆる数学関連の教育時と同様、

情報機器の使用は必須ではない。そのため学生諸君は基本的にその学習場所をその様な機器によっ

て限定されることは無く、大学でも自宅でもどこでも学習を自由に行うことが可能である。しかし、

2 寄稿
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後者は「実習」を伴わなければ畳上の水練と同様その内容を習得したとはいい難く、その学習には

情報機器の使用が必要となる。したがって「情報工学」関連の教育を受講する学生諸君に対し、学

習可能な場所の公平性(学習機会の公平性といってもよい)を担保するためには、学習する場所が、

講義受講時に使用する情報機器によって限定されない環境を学生に対して用意することが必要で

あることが明らかとなる。実習が大変に多い工学部においてはこの点を特に明確に意識した情報教

育施設全般の構築が望まれることとなるのである。

工学部 IT 教育委員会では大学学長提案(当時倉松学長)をうけ、 3年程前より上記の問題を解

決するための議論ならびにその解決に向けた活動を開始した。そしてその成果として、Lin峨をべ

ースとし使用ライセンスが不要で且つ学生諸君に無償で配布できる「大学教育用に特化した統合ソ

フトウエア」を独立行政法人産業技術総合研究所(以下産総研と略称)と共同で開発し、それを実

際の工学部の教育現場で使用する試みを行ってきた。そのソフトウエアの特徴をあげると大きく以

下三点となる。

1) OS も含めライセンス・フリーで本学独自の教育内容に合わせ自由に改編配布できる。

2)ソフトウエア配布時のメディアを基本的に選ばないため、使用者ヘの配布方式を柔軟に選択

できる。(CDやDVDあるいはフラッシュメモリなどいずれでも可)

3)それらのメディアまたはそのイメージを教育現場で使用すれぱ、学生諸君は教育現場で使用

しているソフトウエア環境を丸ごと自宅に持ち帰り自宅での学習に活用することが可能で、

従来この種の教育を行う上で大きな問題のひとつであった「学習(演習)場所の制限」を取

り除くことが出来、学習効果を大きく向上できる可能性を持つ。

このソフトウエアは Kn0即ix-EduTG (クノービクス)と呼ばれるもので、その基本はドイツで開

発されたものであるが、その日本語化を産総研が行い、その後産総研と本学工学部 IT 教育委員会

ならびに一般企業とが共同で本学工学部での教育用に内容を改編特化したものである。

このような過程を経て本学において独自に改編作成されたKn0即ix-EdU シリーズは、関係の職員

の方々の多大な努力により、工学部情報処理演習室の全端末上でも使用できる体制が既に整い、エ

学部各学科での多くの「情報工学」関連の講義に利用され成果をあげつつぁる。同時にそれら

Kn0即ix-EdU シリーズはCDの形で工学部の学生諸君に配布され、演習室における環境と同一環境で

学生諸君の自宅学習に供されることにより、当初の開発目的であった「必要となる情報機器により

学習する場所を限定されない環境を学生に対して用意する」という命題の実現をある程度行うこと

が出来たと考えている。

以上駆け足ではあるが工学部で現在行われている情報教育に関する試みのひとつを紹介した。

最後になるが、長期間を掛けて整備されてきている本学の優れた情報教育研究施設ならびに各種

システムに今回のKn0即ix-EdU シリーズが加わり、その有する利点を最大限に発揮しつつ更に優れ

た「工学部における情報教育システム」として統合され、結果として「情報工学」関連教育の進展

が大きく進み「Exce1やWordを作ることのできる人材」が陸続として輩出されて行くことを委員の

一人として切に期待したい。

2 寄稿



3 情報処理センターのシステム紹介と禾用事仮

3 情報処理センターのシステムにつぃて

東北学院大学は、士樋キャンパス、泉キャンパス、多賀城キャンパスの3つのキャンハスに分れ

れています。それぞれのキャンパスには、学生の教育や教員の研究を支援するための情報処理セン

ターが設置されています。これら3つの情報処理センターのコンビュータシステムは各キャンハス

に所属する学部・学科の教育と研究を支援することを目的にシステムを構築し運用してきました。

しかし、最近の急速なIT化の波は教育現場にも押し寄せ、従来にはなかったいろいろな機能が要

求されるようになってきました。特に、教育ヘのインターネットの活用、コンピュータリテラシー

教育など情報処理センターが支援する範囲が大きく変わってきました。

そこで、平成16年4月より3キャンパスの情報処理センターのシステムを同時に新しいコンヒ

ユータシステムに更新することにしました。従来情報処理センターのシステム仕様は別々に設計し

てきましたが、今回は3つの情報処理センターを学生や教員からーつの情報処理センターと認識で

きるように、ソフトウェア、利用法、運用管理などを可能な限り共通化するようにしました。さら

に、各キャンパスに所属する学部・学科の教育に影響を与えないようにも考慮しました。このシス

テムの実現により、学生や教員はどのキャンハスの情報処理センターでも同じサービスを受けられ

るようになりました。さらに、ファイノレサーバに保存したファイノレ類も、どのキャンパスからも参

照・保存できるようになりました。また、電子メールについても、まったく同じ操作で電子メール

の受信や送信ができるようになります。

このような考え方で構築された3つのキャンパスの情報処理センターのシステムにっいて紹介し

ます。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

東北学院大学の3つのキャンバス

泉キャンバス

又学部(1.2年生)
細'^(1,2年生)
^(1,2年生)
(1, 2 34年生)

メ^

樋キ

侶買窮

關

4年生)
4年生)

卵堀区
4年生)

昼

綴誘



3 2 土樋情報処理センターのシステム紹介

士樋情報処理センターでは、文学部・経済学部・法学部に所属している昼間主コースの3・4年生と

夜間主コースの全学年を主対象として、コンピュータリテラシー教育や各種アプリケーションを用いた

実習、外国語教育等を支援しています

平成 16年4月に導入した新システムでは自由度が高くかつ安定性も高い講義環境の提供を目指して

最新技術を導入し、教員および学生にとって利用しやすいコンヒュータシステム環境を実現してぃます

(1)ハードウェア構成

3

^

清報処理センターのシステム紹介と利用事例

サーバ室

健^四四四、國

〔勘用コンソール

ファイルノメールノネットワーウサーバ

_Π、'←".16.1f司

W ,、、 W
サーバ室の全ての機器ヘ電源供給

812教室

Wlnd側$PC

学生用 XU台
教員用 X1台

叉靴 1肌

8 11教室

謝1側0船PC

学生用 X44台
教員用 X1台

一'

S剛ストレーシ

師

冊モノクロレーザ
X1台

PSモノクロレーザ

XI0

欝1れ面NS

ZZι乞"^堂_

ス工

ーノ、

XI0
X1ム

欝ind側$

815教室

ⅧX

,子

^ノ、

省lr粧0桃PC

少人数ゼミ用 X5台

MθClntoshpc

少人数ゼミ用 X5台

マルチメディア編集
編用PC X2台
編集用根器 X1式

カラースキャナ X1台
インクジェット X1台
PSモノウロレーザ X1台

ーノ、

兜モノクロレー"・PSモノクロレーザ
X1台一×1台

813 室

Wlnd酬$PC

学生用 X32台
教員用 X1台

例サ

PS力うーレー"
灯厶

,^

RASサ

L工ー

814教室

"1hd0粥叱

学生用 X32台
教員用 X1台

^

電脚

倩報処理事務室

怖ndowspc X4台

PC周辺器
PSモノクロレーザ
PSカラーレーザ

部モノクロレーザ
X1台

三
妻



(2)ソフトウェア構成

学生用 PC

(152 台)

8Ⅱ教室~814教室

OS:wlndow$ xp pr0艶Ssional

MS 0伍Ce 2003 Pro

Ms word

MS Excel

Ms powerpoint

MS Access

Ms publisher

Ms visualstudlo.net 2003

一太郎 2004
Acrobat 6

VMware 4

SymantecAntivirus cE
Z!stream 2.0

HDD Keeper
Java2SDK

TeraTermproV2.3+1.9J
SSH I.5.4

Terapad vo.85

+Lhaca vl.18

FFFTP VI.92

CyberLinkpowerDVD4.0
B 5 RecoTedor coLD PE 仏「 H】TACHI

Java vM

WiingNet 学生用

教員用PC

(4 台)

Os wlndows xp professlonal

MS 0缶Ce 2003 Pro

Ms word

MS Excel

Ms powerpoint

MS Access

Ms publisher

Ms visualstudio.net 2003

一太郎 2004
Acrobat 6

VMware 4

SymantecAntivirus cE
Z!stream 2.0

HDD Keeper
Java2SDK

TeraTermproV2.3+1.9J
SSH I.5.4

Terapad vo.85

+Lhaca vl.18

FFFTP V192

CyberLinkpowerDVD4.0
B'S Recoreder coLD PE 仏「 HITACHI

Java vM

WiingNet 教員用
オーサリングツーノレ

アンケートツーノレ

Photoshop ElementS2

少人数ゼミ用 Wi11dowspc

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

OS:、vindows xp professional

MS 0伍Ce 2003 Pro

Ms word

MS Excel

Ms powerpoint

MS Access

Ms publisher

Ms visualstudio.net 2003

一太郎 2004
Acrobat 6

VMware 4

SymantecAntivirus cE
Z!stream 2.0

HDD Keeper
Java2SDK

TeraTermproV2.3+1.9J
SSH I.5.4

Terapad vo.85

+Lhaca vl.18

FFFTP VI.92

CyberLinkpowerDVD4.0
B'$ Recoreder coLD PE lbT HITAC"】

Java vM

WiingNet 校内 LANPC
オーサリングツーノレ

PageMaker 7.0
ⅡIustrator cs

Mathem日tica 5

Photoshop ElementS2

SAS(option 含む)
Homepage Builder V8

815教室

(5 台)

814教室前列(6台)

上欄に加え以下

SAS(option 含む)

少人数ゼミ用Macpc

OS:MacoS9 0SX

MS 0缶Ce xp v.10

MS 、vord

MS Excel

Ms powerpoint

PageMaker 7.0
Acrobat 6

Photoshop ElementS 2
1ⅡUstratorcs

NOHonAntivirus

(5 台)

(アプリケーションサーバ経由)

全教室

教員用 PC(2台)

上欄1、加え以下

SAS(option 含む)

Z !st門血が動くκ(W"Ⅲd0暫.)から、

OS:windows xp profession81

秀吉 2003

以下のライセンス最内で冏時利用可

50ライセ

弥生会計 03PRO
100ライセンス

SPSS(option 含む)

マルチメディア編集用PC

(2台)

Clementine 7.2

Os wlndows xp pr0企SSI0口且1

Premiere LE

HDD Keeper

SymantecAntivirus cE
Adobe Reader 7

12ライセンス

12ライセンス



3 3 土樋報処理センターの禾用伺紹介

講義名

会ぎ十情報システム

2

法情報調査

3

経営分析論

4

文献購読Ⅱ

3

5

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

国際経営論

6

経済学部経営学科

(昼間主・夜間主コース)

大学院法務研究科 1年

翻訳実践

7

情報検索演習

対象学生

8

経済学部経営学科

(昼間主・夜間主コース) 3・4年

経済学部経営学科

(昼間主コース)3年通年

経済学部経営学科

(昼間主コース) 3・4年通年

文学部英文学科

(夜間主コース) 4年通年

文学部英文学科、歴史学科

(昼間主コース) 4年前期・後期

文学部英文学科、歴史学科

(昼間主コース) 3年前期・後期

文学部歴史学科

(昼間主コース) 3年後期

文学部英文学科

(夜間主コース) 1年後期

情報メディアの活用

9

基礎統計学

3年

通年

10

通年

コンピュータ演習

通年

各講義で利用しているソフトウェアや講義内容について説明します。

-12-



講義名

対象学生

担当教員:大森國利(所属:経済学部)

会計情報システム

経済学部経営学科(昼間主・夜間主コース)

主な使用ソフトウェア: Microsoft Excel、

ブ^マ

PCによる会計処理

講義内容・授業計画:

この授業では、パーソナノレ・コンピュータで用いられている表計算ソフトとデータベース.

ソフトを会計システムの設計や財務分析に適用する方法などについて学習する。

前期:表計算ソフトによる会計処理

*各種関数(回帰分析、相関係数など)を利用した経営統計モデルの処理

*各種機能(ソノレバー、ピボット・テーブノレ、ゴーノレシーク、シナリオ、正味現在価値

関数、内部利益率関数など)を利用した経営意思決定モデルの処理

*表計算・グラフ作成機能を利用した財務諸表分析

*表計算機能を利用した行列簿記の処理

* VBAを用いた行列簿記の仕訳データ入力

後期:データベース・ソフトによる会計処理

*データベース・ソフトによるデータベースの構築と検索

*サンプルデータベース(Northwindnader)による各種検索

*データベース・ソフトによる複式簿言己の処理

*実体関連モデルによる会計処理(Mccarthyモデノレ)

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

MicrosoftAccess

3年通年

- 13-



講義名

対象学生

担当教員:菊地雄介(所属.法務研究科)、薮口康夫(所属.法務研究科)、高木龍一郎(所属.法学部)

法情報調査

大学院法務研究科1年前期

主な使用ソフトウェア

授業内容・目的:

法律学の学習・研究や法律実務に必要な法情報 q去令・判伊」・文献その他、法曹実務に必要な

情報)の探索・整理・分析の技法等、法曹としてのもっとも基礎的な専門的技能を修得すること

が、本講義の目的である。また、法情報のうちでも判例については、法律基本科目の学習の段階

で登場するのみならず、実務法曹となれば解説も付されていない公刊判例集等を読み込んで、上

訴の当否や上訴理由の力口何を検討しなければならないことから、入学後早期にその読み方を習得

する必要があるそこで、本授業では、判例の読み解き方を特に重視し、多くの授業回数をそれ

に充てている

InternetExplorer、一太郎、 MS'word、 MS・Excel、

Wing Net、 Adobe Reader

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

講義内容・授業計画:

授業形式は、講義と実習を併用する。すなわち、法令検索・判例検索とその読解・文献検索と

いった主要な授業テーマごとに、まず第1回目の講義をもとにして、次の授業では学生の実習機

会を用意し、次第に自立的な実習の要素を増やしていって最後に仕上げの検索および資料作成の

テストに取り組ませる、といった学習サイクルの積み重ね方式で、順次各自のテーマを消化させ

ることとする



講義名

対象学生

担当教員:櫻井貴憲(所属:経済学音円

経営分析論

経済学部経営学科(昼間主・夜間主コース)

主な使用ソフトウェア

講義スタイル:

通常は,普通教室において企業の財務諸表分析の理論を講義している。この段階では,各

種の計算も電卓や手計算で行っている。理論的な学習が済んだ後に,情報処理センターに教室

変更を行い,実際に多くのデータを用いて,理論で学んだ内容を確認していく。なお,その段

階で,講義の出席者数が情報処理センター(811教室と812教室)の収容人数よりも多い場合

には,情報処理センターは使用できないので,そのまま普通教室で講義を行う。

講義内容

会計情報の役割の説明から始まって,連結財務諸表の読み方,株主資本価値の評価方法,

比率分析の方法,ファンダメンタルズ分析を利用した株式投資の方法等を学習していく。

便利なツールとソフトウェア:

基本的に講義は,講義内容をまとめた Powerpoi址のファイルをスライドショーにして学

生に説明していくかたちで行われる。また,分析作業にあたって Exce1やAccesS などを使用

していく

その際に,ワコム社のタブレットと Justwriteoffice を使ってスライドにペンで書き込みし

ながら説明している。ヘン入力は追加的な説明を図や文字で素早くできるだけでなく,蛍光ヘ

ンツーノレを使うと,書き込みしても背景の Powerpointの文字が塗りつぶされないので,非常

に便利である。

また,情報処理センターに限ったことではないが,スクリーンを降ろすと,ホワイトボード

や黒板が隠れてしまって板書ができないという問題が生じる教室が多い。ワコム社の

Justwr北eoffice では,ホワイトボード機能がついていて, powerpoint のファイノレ画面をワン

クリックでホワイトボード画面に変更でき,スクリーンをホワイトボード代わりに使うことが

できるもちろん保存ができるため,いつでも前の板書に戻ることができる

E'Learning

2006年度から講義の復習をWeb上で行わせることを試みる予定である。 web上に簡単な復

習問題を掲載し,採点もWeb上でできるようなアフター・サービスを開始する予定である。文字

だけでの解説では効率が悪い復習問題については,動画とスライドを同期させた解説も試みてみ

ようかと考えている。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

3・4年通年

- 15-



講義名

対象学生

担当教員:松村尚彦(所属:経済学部)

文献購読Ⅱ

経済学部経営学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア

フ'^マ:

株式のノ叉りユエーション

講義内容

株式のバリュエーション(本質的な価値の算出)は、企業経営のパフォーマンス評価や、投資

家から見た企業の投資価値を判断する上で、非常に重要な役割を果たしている。この講義では、

株価のバリュエーションについて単なる理論としてだけではなく、それが「株主重視の経営」や

「コーポレートガバナンス」の議論とどのように結びついているのかを考えながら、学習してゆ

くことにしたい。なお受講者の条件であるが、会計学の基本的な知識があり、数学を使うことに

抵抗感がなく、英語の文献を読むことが苦にならない人が望ましい。

3

3年通年

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

授業斗画

投資の基本的な要素

①キャシュフローサイクル、②貨幣の時間的価値、③りスクの評価

株式のファンダメンタル価格

①配当割引モデル、②ゼロ成長モデル、③定率成長モデル

リスクの評価

①不確実性分析のフレームワーク、②分散投資によるりスク低減効果

③分散と共分散

資本コスト

①投資家の要求収益率、②資本資産評価モデル(CAPM)、

③資本コストの決定と証券市場

企業の価値創造プロセス

①競争環境の分析、②競位の戦略、③経営戦略とバリュエ

④コーポレートガバナンスと証券市場

-16-



講義名

対象学生

担当教員

国降経済倫

経済学部経営学科(昼間主コース)

村山貴俊(所属:経済学部)

主な使用ソフトウェア:特になし

国際企業の戦略的マネンジメント

講義内容:

近時において、多くの企業は、その業種や規模の女口何を問わず、自らの存続と発展のために、

モノ、ヒト、カネ、情報という経営資源を、国際的視野のもと管理・統制していくことを強いら

れている。

本講義では、まず企業が国際化する理由と手段を明らかにしたうえで、国際企業内部における

組織や人的資源管理などマネジメントの問題を考察する。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

3・4年通年

- 17ー
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講義名

対象学生

担当教員:箭川修(所属:文学音円

翻訳実践

文学部英文学科(夜間主コース)

主な使用ソフトウェア: wingnet→Microsoftword

ブ^マ:

翻訳技法演習

講義内容・授業計画:

英文和訳としての翻訳技法の習得を目指す。英文教材は、 cheeseburge玲
Greene (吉富・西村・光富編註、松柏社)

授業の実践形態

W血gnetによって教材の配布、レポート管理を行なっている。

学生は各自のコンヒュータのウィンドウを上下に分割し、上方に配布された英文教材を表示

し、下方で翻訳作業を行なう。翻訳は可能な限り前方から行なうという方針のもと、理解すべ

き部分を蛍光ペンによって色付けを行ないながら翻訳作業を進める授業中、教員はWin今net
を通じて、学生に助言や添削を行なう。

授業終了時に当日の作業結果をレホートとして提出させるが、授業時間内に作業が完了しな

かった学生は随時レポートを更新できる

4年通年

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

The BestofBob
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講義名

対象学生

担当教員:石垣久四郎(非常勤講師)

情報検索演習

文学部英文学科、歴史学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア

ブーマ:

コンピュータ及び情報ネットワークシステムの概要、データベースの概念及び情報検索システ

ムの基礎、情報検索技法の実践と Web フログラミング演習について、講義と演習を通じてコン

ピュータ及び情報ネットワークによる情報検索システムの知識を修得する。

講義内容と計画

図書館情報学の基礎知識として、コンヒュータの基本構成・処理動作・情報表現・プログラ

ミング・情報処理、コンピュータネットワークとインターネットの概要、データベースの概念と

情報検索システムの概要・構成と検索技法、 webフログラミングについて、講義と演習を行う

講義は、以下のようなスケジュールで行う

第1週から第6週までは、講義室で講義内容全体についてを講ずる。

第7週から最終週までは、情報処理センターにおいてネットワークシステム配下のハーソナルコ

ンビュータ(端末)を使って、以下の演習と実習を行う

(1)ブラウザ 1nternet Explorer と Microsoft word を使って、インターネット上に存在する様々

な情報サーバにアクセスして、情報検索の実践、及びと検索結果の評価と利活用としてのりポ

ート作成編集処理の実習を行う。また、毎週検索演習課題を提示し、演習結果についてのりポ

トを作成して、提出することを課す。

(2)HTML、 Java2SDK、テキストエディタを使って、情報発信のためのWebプログラミングの

演習と実習を行う。

Microsoft Excevword 、 1nternetExplorer、 Java2SDK、 W'ingNet、

HTML、テキストエティタ

3 清報処理センターのシステム紹介と利用事例

4年前期・後期
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講義名

対象学生

担当教員:石垣久四郎(非常勤講師)

情報メディアの活用

文学部英文学科、歴史学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア

プーマ:

情報社会における学校図書館の活動環境は、従来の印刷資料に加えて、文字、映像、音声を統

合化したマルチメディア資料(電子情報)とインターネット情報の積極的な活用が学校教育に

入され、多種多様化ヘと変革している。本講義では、このような教育環境下における学校図書館

司書教諭を目指す受講生が児童生徒に対し、高度情報通信機能がもたらす不安定な情報の氾濫の

中で情報の真偽、正確さを判断、評価するための知識を教育・指導することができる教員育成を

ねらいとする。

Microsoft Excel/word,1nternet Explorer Java2SDK

HTML,テキストエディタ,wingNet

3

講義内容と計画:

本講義の内容は、(D学校教育ど情報社会、(2)情報メディアの系譜とその現在、(3)多様なメデ

イアの利用、(4)学校図書館とコンピュータ、(5)電子図書館と学校図書館(6)学校図書館と著作権、

(フ)情報検索の基礎、(8)データベースの概念とデータベースの作成法・利用法、(9)インターネッ

トの仕組み、(1のインターネットプログラミングの仕組みと作成、(11)学校図書館と著作権にっ

いて、講義と演習・実習を行う。

講義は、以下のスケジューノレで行う。

第1週から第7週までは、講義室で講義内容全体について講ずる。

第8週から最終週までは、情報処理センターにおいてネットワークシステム配下のパーソナノレコ

ンピュータ(端末)を使って以下の演習と実習を行う。

(1)ブラウザ1nternetExplorer と Microsoftword を使って、インターネット上に存在する様々

な情報サーバにアクセスして、情報検索の実践、及びと検索結果の評価と利活用としてのりポ

ート作成編集処理の実習と検索演習課題の検索結果についてのりポートを作成して、提出する

ことを課す。

(2)MicrosoftExce1を使って、関係型データベース作成の実習を行う。

(3)HTML、 Java2SDK、テキストエディタを使って、情報発信のためのWebプログラミングの

実習を行う。

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

3年後期



講義名

対象学生

担当教員:岡安隆照(非常勤講師)

基礎統計学

文学部歴史学科

主な使用ソフトウェア: Microsoft Excel

講内容

統計学の基礎理論、市販の表計算ソフトによるデータ解析の方法、統計学的研究の効果的

レゼンティションなどについて学ぶ。

3年後期

主な内容:

(1)統計学の目的と理念

②カイ2乗分布などの頻出する分布

(3)データの記述法

④ EXO01によるパラメータの推定と、帰無仮説の検定

(5)統計学的研究の効果的なプレゼンティションなど。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例



講義名:コンピュータ演習

対象学生:文学部英文学科(夜間主コース)

担当教員:大野芳希(非常勤講師)

主な使用ソフトウェア: Microsoftword、 Microsoft Excel

講義内容

情報処理の基礎を、ワープロ、表計算などの実習を通じて学ぶ。

主な内容:

(D コンピュータの基本操作

(2)インターネットと電子メールの実習

(3) word による日本語ワープロ入門と応用

④ Exce1による表計算とグラフ作成入門

(5)簡単なホームヘージの作成

1年後期

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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3 4

泉情報処理センターでは、文学部・経済学部・法学部・教養学部の1・2年生の情報処理入門教育と、

教養学部の3・4年生と大学院人間情報学研究科の専門的な教育を支援することを主な目的としてぃま

す。特に、 1・2年生を対象とした情報処理入門教育の支援を重視しています。そのための独自のソフ

トウェア起動メニュー画面を設計・開発し採用するなど、初心者の多い講義においても、円滑な講義が

行われるように様々な配慮をしています。

平成16年4月から稼動をはじめた新システムでは、マルチメディア等の先端技術を導入して、多様

な情報を扱える良質で高度な多人数教育にも対応するコンピュータシステム環境を実現しています。

泉情処理セタ の ス ム紹介

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

構成
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-23-

室

室
群



(2)ソフトウェア構成

学生起動メニュー画面から利用できるソフトウェア

尓堪 =アソ

Micros0介 0価Ce 2003 Professiona1 い10rd

Micros0丑 0缶Ce 2003 Professional Excel

Micros0介 0伍Ce 2003 Professional Access

Micros0丑

Powerpoint

TeraP且d vero.85

0缶Ce

Visual studio .NET

2003 (C++,C#,Basic,J#)

Boland c++ ver5.5

3.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

2003

グラフィックス処理

3次元グラフィックス処理

数式計算

数式処理Professional

Java2

Verl.42_03

Plaザ0rm

99Basic verl.1.9

Active perl ver5.8.2

PHp ver4.3.4

Standard

タイプ練習

データベース管理

WindowSのスタートボタンからのみ利用できるソフトウェア

Adobe Acrobat 6. o standard /' Quick Time vet6. 4 /" Real player verlo. 5 /'、 windows Media player ver9. 0

+Lhaca vero.72 / EDu symantec Antivirus corporate Edition

教員用コンピュータのみ利用できる機

講義支援機能(SKYMENuprover5.の/出席管理機能/緊急メッセージ機能/アプリケーション利用制邱長機

Adobe premiere LE

第フコンピュータ室(言語教優先教室)のみ利用できるソフトウェア

Korean writer V5 /、 chinese writet7

第5コンピュータ室教材作成システム

一太郎 2004 / Absoft pto Fortran for windows /コンバートスター統合版 15 / MPEG 自由自在/ creati"e suite prem加m J MA

/りツチ・テキスト・コンバータ 2003 /表OCR ・文書OCR foT Excel&word "5.0 / The Graphics for windows

Internot basic internetスグレモ/ 1NSTANT COPY V3.0 /新英手口・手口英中時点 V3.0 /広辞苑第玉版/、 starsite7

新英和・和英中時点 V3.0 /' Jエックス 9 力国語セレクト 3 ,/ FileMakerpr06J ,/ visi0 2003 Ptofessional

Viavoice for windows pto vlo /' Microsotf office vx:mac /'NortonAntivirus for Macintosh ver9.0 /'EGWORD13

Drscheme ver206PI

Spss ver14.0

G.CRE、V8 PIUS

Edition

R verl.8.1

Shade 7 Basic

スタースイート8 Writer

スタースイート8 Calc

Adobe photoshop Elements ver2.0

Math Type ver5.0

Maxima ver5.9.0

スタースイート81mpress

WWWブラウザ

電子メーノレ

ホームヘージ作成

ファイル転送

リモート端末

Touch Typing Trainer

MysQL ver4.0.17

Startsuite Ⅵlriter

Startsuite calc

UNIX

Startsuite lmpress

Internet Explorer ver6.0

Active! mai1 2003

ホームページビノレダー Ver8.0

FFFrp verl.92

Tera Term pro ver2.3

Turbo Linux lo desktop



3 5 泉報処理センターの禾用事伊紹介

基礎統計学/統計学

2 情報りテラシー

3

講義名

情報りテラシー

4 総合演習

5

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

英言吾 1

6 コンピュータ演習

7 コンビュータ演習

文学部

8 基礎コンピュータA・B

対象学生

歴史学科1年

英文学科2年

経済学科1年

9

経済学部

基礎コンピュータA および

10

経済学部経済学科1年

基礎コンピュータA

11

経済学部経営学科3年

基礎コンピュータB

後期

後期

通年

12

法学部

基礎コンピュータB

13

法学部

基礎コンピュータB

法律学科1年

B

14

通年

法学部

コンピュータと論理

法律学科1年

15

後期

教養学部

社会調査実習

法律学科1年

16

通年

教養学部

マルチメディア論A

半期

教養学部

1年

半期

教養学部

1年

半期

各講義で利用しているソフトウェアや講義内容について説明します。

教養学部

1年

半期

教養学部

1年

半期

教養学部

1年

半期

教養学部人間科学科2年通年

1年

半期

教養学部情報科学科1年前期

-25-

2年

後期

後期



講義名

対象学生

担当教員

基礎統計学1統計学

基 1,英 2(泉),歴 3(士樋)/旧史 1(泉),共に後期

主な使用ソフトウェア: Microsoft Excel

岡安隆照

講義内容:

統計的手法の基礎理論,Exce1によるデータ解析の方法,統計学的な研究の結果のフレゼンティシ

ヨンの技術,など,について学ぶ

主な内容

(D 統計学の目的と理念

(2)カイ 2乗分布などの,頻出する分布

(3)データの記述法

(4) Exce1によるパラメータの推定と,帰無仮説の検定

(5)統計学的な研究の結果の効果的なフレゼンティション

なと

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例



轟義名

対象学生

担当教員:佐藤健

情報りテラシー

経済学部経済学科1年

主な使用ソフトウェア

講義内容

情報は生き物です。情報りテラシーとはその情報を活用する能力のことをさします。この講義

では「情報の収集」、「情報の分析」、「情報の判断」、そして「情報の伝達」といった 4 つのテー

マについて学習します。

「情報の収集」では、インターネットを利用した情報検索や、図書データベースを利用した図書

検索などを通して、いかにして自分が必要な情報を入手するかという手法について学習します

また、インターネットを利用していく上で必要となる基礎知識や情報倫理、セキュリティなどの

現状についてもふれ、正しく、安全にインターネットを利用していくための基礎についても学習

します。

「情報の分析」では様々な統計データをもとに、グラフの作成、基本統計量の計算、回帰分析な

どを通して、数字からだけでは見えてこない様々な特徴、傾向を定量的に分析する手法について

学習します。

「情報の判断」では分析した情報がどのようなことを物語っているのかを定量的、客観的に判断

する手法について学習します

「情報の伝達」では各自取り組んだ課題を個人のホームページ上で公開することで、情報を発信

する立場での作業や考え方について学習します。

以上の学習の集大成として、後期はグループでの演習を行ないますグループ演習では、身近

に存在する様々な疑問点からテーマを選定し、そのテーマに関する様々な情報を収集し、分析し、

判断し、最後にプレゼンテーション形式で発表を行ないます

通年

MS'Excel, MS・word, MS・powerpoint lnternet Explorer

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

講義では単なるコンヒュータの操作方法ではなく、コンヒュータを利用して情報をいかに活用

するかという点に重点を置いて学習します。



講義名

対象学生

担当教員:菅原良

情報りテラシー

経済学部経済学科

主な使用ソフトウェア:1nternet Explorer, Ms word, MS Excel, powerpoint

講義内容:

本講義は,社会科学系学部における情報りテラシー教育の実践である.社会科学系学部に在籍

する学生が,多岐にわたる"情報"を思考のための道具とし,それを活用して意見形成および,

その表明を行おうとする場合の情報活用能力の育成を主な目的とする

Internet Explorer, Ms word, MS Excel, powerpoint, Active Mai1などのソフトウェアの使い

方を習得したうえで,自身の設定したテーマに沿った研究を行い,最終的な成果物として得られ

た研究結果を,プレゼンテーションする

特に優秀な研究は,学外に発表する機会を与える.平成16年度には,「旭山動物園の経営戦略」

と題した研究論文を旭川市役所に提出し,高い評価を得た

平成17年度の研究テーマは,下記のとおり(一部抜粋)

.美ら海水族館と旭山動物園の展示方法にみる集客戦略の比較検討

.仙台七夕における商業主義化に関する考察

.ワークフレイスにおけるユニバーサルデザインの導入に関する考察

.新球団誕生による仙台駅東口ヘの経済効果に関する考察

.東京ディズニーランドの経営戦略に関する考察

.知名度の高いインターネット上の掲示板の共通点に関する比較検討

1年通年

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

.

学生のプレゼンテーション風景

.
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講義名

対象学生

担当教員

総合演習

経済学部経営学科2年

大森國利

主な使用ソフトウェア: Microsoftvisualstudio.NET 2003

講義内容:

GU1の利用法のーつとしてVisualBasiC による PCの操作法を学習する。

主な内容

(1) VBで使用するツーノレボックスの各種ボタン、プロパティウインドウ、ソリューション

エクスプローラーなどの基礎的な利用法を学習する。

(2)画面に動きを与えるために必要な BasiCの文法(四則演算、ぜ文、 for_.next文など)

を学習する。

(3) bmPやgif形式で作成、保存されているデータを入力し表示する方法について学習する

サンプノレ・プログラム

田はまた昇る」という文字列をフォームの左から右ヘ移動させ、右端から消えたら左

端からまた現れるように見せるプログラムのフォームとコード

長雪立字列の珍勧

後期

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

ナ

田回図

終

-29-



講義名

対象学生

担当教員

央言吾 1

法学部1年生

主な使用ソフトウェア

講義内容

陶久利彦

私の授業では、大半の学生は高校時代までの受験英語に薜易し、すっかり英語が嫌いになっ

ているのではないか、という仮定から出発している。目指すは、英語を好きになることである。

英語を学ぶことが楽しいと感じる経験を重ねることである。そのために、 1年間で次のような

授業を試みている

Internet Explorer, Active Mail, 1yping lYainer

3 清報処理センターのシステム紹介と利用事例

1 英語で書かれたネッド情報を集め、それを日本語に翻訳する。その際、最も重要なのは、

学生各自が自分にとって一番興味があると思うサイトにアクセスすることである。もとよ

リ、授業としての節度は守らなければならないが、スポーツであれ音楽であれ、旅行であ

れ、グルメであれ、世界遺産であれ、国際政治であれ、天文であれ、とにかく自分の好き

な事柄に関する英語情報を収集することを最初の目標にしている

段階が進むと、私からキーワードを出し、それに対応したサイトを見つけ、そこから英

語情報を得るという練習もする

さらに段階が進むと、興味のあるサイトや個人に対して英語でメールを送り、やりとり

をするようになる(若干の危険がイ半うのではないかとも懸念されるが、幸い今までのとこ

ろ大きなトラブルはない)勿論、学生諸君の英文は単語や文法もめちゃくちゃなものが多

いが、それは枝葉である大事なのは、とにかく英語で発信すること。そして、今まで知

らなかった人とコミュニケーションを交わすことであるそのためには、日本語で手紙を

書くという課題を与えることもあるここまでくると、ほとんどの学生は(?)英語が楽

しいという感想を漏らす

2

3

平行して、授業の最後には毎回必ずその時間の感想を伝えるメールを私宛に送るよう義務づけ

ている。その前提として、タッチタイピングができるようになるよう誘導している。仮に英語力

が付かなくても、パソコンやキーボードに慣れてくれるだけでも、私の授業は意味があったとい

うことになるだろう。



蒜義名

対象学生

担当教員

コンヒュータ演習

法学音Ⅲ年前期

主な使用ソフトウェア: MS・word, Excel, Active'Mail, 1nternetExplorer

佐藤篤

講義内容:文書作成、数値計算やグラフ作成の初歩、メールやインターネットの基礎知哉

( 1 ) コンピュータの起動と終了

情報処理センター利用上の注意、ハスワード、コンヒュータの仕組み

3

(2)文字入力と文書作成、印刷

日本語入力、フォントとポイント、印刷、 word の機能

書式の設定、段組、図の種類、図の文書ヘの挿入、文書の保存

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

ファイルの理解と取り扱い

ファイル/フォルダ(ディレクトリ)/ドライブ、ファイノレの検索、拡張子とア

プリケーションソフト

(4)電子メールの利用

メーノレサーバーとアドレス、往信/返信、添付ファイルの送信、添付ファイルと

コンヒュータウィノレス

(5) web ブラウザの利用

インターネットの仕組み、ブラウザの設定、検索エンジン

(田数値データの処理

エクセル入門、表計算、式の利用

(フ)数値データの処理

グラフの作成、シミュレーション

( 8 ) インターネットホームページ作成

HTMLとは、インターネットのりンクの世界、学内版ホームヘージ作成



講義名

対象学生:

担当教員:早坂明夫

コンピュータ演習

法学部法律学科

主な使用ソフトウェア: MS・OFFICE20ooprofessional(word,ExceD

Internet Explorer,ActiveMail、 99Basic

講義内容:情報社会においてコンピュータを日常的に利用するために必要なコンピュータ操作

の基礎的な知識と応用ソフトウェアの利用技術を習得させる。

1年半期

(1) MSWORDを用いて数式を含む文章を書いたり、作図機能を使ってコンピュータシステ

ムの構成図を描く

(2) MS・EXCELを用いて、テスト結果のデータより平均、標準偏差値成やさらに個々の

生徒の偏差値などの成績処理をする。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

3
4

8
h

10 1

11 聖臣悼
と老孟仁毛冨

A

彫 ,罵F吾冨鴻
36.49
4584

41.16
5239

6268
6455

57.07
5333

36.49

B

50

60
55

67
78

80

72
68

50
64.44

(3)1nternetExplorer を用いて、教師が指示した課題(例えば、コンピュータの発達に発展

貢献した先人の業績など)をWebサイトから調ベ、レポートにまとめる。

(4) ActiveMai1を用いて、友人間でのメール交換や(1)、(3)で描いたレポートを添付書類

として教官に提出することを実習する。

(5) 99BasiCを用いて、 2次方程式の解を求めるプログラムや2次方程式のグラフを描画

するプログラムを作成する。

C

40

30

58
64
72

48

50

68
56
54.00

D

70

68
73
68

80

82
87

76
62

74.00

E

65

68
75

88

80
74

66
82

78
75.11

F

L .罰
48
76

82
58

65
77

56

57
65
6489

G
冒冒

a
b
 
c
d
 
e
f



講義名

対象学生

担当教員

基礎コンピュータ A・B

教養学部1年

主な使用ソフトウェア

稲垣忠

講義内容:

基礎コンピュータAでは、大学生としての情報機器活用の基本的な技能習得を目的としてぃ

る。特にレポート作成の際には、ワープロソフト(wor田の基本操作だけでは高校生ですでに履

修している学生も多く、レポート作成には、論理的な文章力そのものが実際には問われる。そ

こで、パラグラフライティングの考え方に倣い、トピックにそった文章の作成(自己紹介文)

や、他の履修科目の内容、映画・小説等のレビューを整理し、論理的な文章に組み立てるとい

つたトレーニングを通して、ワープロの基本操作を指導した。

Word, Excel, powerpoint skyMenu

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

基礎コンピュータBでは、「データ処理の基礎を学ぶ」ことを目標とした。表計算ソフト

(ExceDの基本操作について指導した後、グループごとに質問紙による調査計画をたて、得られ

たデータを実際に分析してみることで、表計算ソフトを使ってどのような処理ができるのか実

感をもって学ベるようにした。まとめとして、調査の目的、方法、結果、結論といった研究発

表の形式でプレゼンテーション作成ソフト(powerpoinりによるプレゼンテーションを各自で作

成し、グループ内での相互評価および、優秀作品の発表を行った。

指導にあたっては、 powerpoint により講義内容をまとめた上で、フロジェクタを用いてス

クリーンに提示した。並行して、 SKYMenUにより、教師画面を通して実際の操作手順につい

て説明したところが教室が奥行き方向のが長いため、スクリーン上の説明を見ることが出来

ない学生が多数いた。そこで、 powerpointによる講義内容は事前にWebに公開し、後方の学

生はWebサイト上から閲覧するように支援を行った。

また、作品の提出、講義の感想については、本年度よりeラーニングシステムを活用した。オー

プンソースの LMS (Learning Management system)である moodle は、講義資料の提供だけ

でなく、学生どうしの意見交換や資料提出に活用できる。毎回の講義の感想と、課題提出に用い

ることで、学生間でも感想や作品を相互に見ることができた。

-33-



講義名

対象学生

担当教員

基礎コンヒュータA および B

教養学部(全)

主な使用ソフトゥエア: word, MathType, Excel

講義内容:

文書作成の基本技術、数値・文字データ処理と表計算、統計学基礎の学習

高橋光一

3 清報処理センターのシステム紹介と利用事例



,蒜義名

対象学生

担当教員

基礎コンピュータA

教養学部全学科 1年

主な使用ソフトウェア: Ms word、 1nternet Explorer なと

講義内客

本科目は、コンピュータリテラシーをテーマにした科目であり、コンピュータを使用して簡

単な文書の作成ができるようになることを目標としている。具体的には、(i)コンピュータの起

動・終了や周辺機器の使用法、タイピングの基礎といった、コンヒュータの基本的な操作方法、

6DMicrosoftword を使用しての文書作成と日本語入力方法、(iii)インターネットとメールの使

用法の3点が、この科目の主要な目的となる。

対象学生は本学教養学部全学科であり、この科目は教員免許状を取得する際にも必要となっ

てくるため、本学部の 1年生のほとんどがこの科目を受講する。したがって、すでにコンヒュ

ータの操作にかなり習熟している学生から、あまりコンピュータを使ったことの無い学生ま

で、様々な学生が混在している。

平成17年度はおおむね以下のような計画に従って授業を行った

t告ノ1

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

1 コンピュータの基本操作

タイピングと文字入力

Wordによる文書作成と編集①佃本語入力、文字列の操作など)

Wordによる文書作成と編集②(文書のレイアウトなど)

Wordによる文書作成と編集③(図形やグラフの作成など)

ファイルの理解とその取り扱い

インターネット利用法と留意点

電子メールの利用法

Powerpoint をイ吏ったフ゜レゼンテーション①

Powerpoint をイ吏ったプレゼンテーション②10

演習形式の授業だが、大人数の学生が受講するため、操作方法の指導を補助する補助員と連携

して学生の指導に当たることが必要になってくる。

岸

2
3
4
5
6
7
8
9



講義名

対象学生

担当教員

基礎コンピュータB

教養学部 後期

主な使用ソフトウェア

増子正

講義内容:

Exce1を用いたデータ処理の基礎

主な内容

(1) Exce1の基礎知識

(2)ワークシートの活用法

(3)グラフの活用法

(4)データベース入門

(5) Exce1による統計分析

(田 Exce1の応用例

Excel

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

事例

Web サイト(講義では、総務省統計局、厚生労働省などのサイトを中心に)から、それぞれ

が関心を持つテーマに関する統計データをダウンロードして、クロス集計や相関分析を行う。

事例は、都道府県の年少人口比と、設置されている小学校・中学校数の間に、関連が認められ

るかの相関分析

小中学校数

1 6000

1 4000

1ユ000

1ρ000

800.0

6000

4000

200.0

0.0

年少人口と小中学校数の係

0D

年少人口割合
小中学校数

100

年少人口比牢

年少人口割合

-0243301178

小中学校数



講義名

対象学生

担当教員

基礎コンピュータB

教養学部1年後期

主な使用ソフトウェア

平吹喜彦

講義内容

学生生活で巡り会うさまざまな学習を支援する「ツールとしてのコンピュータおよびエクセ

ル(Exce12003)」について、基本的な事項・操作方法を学ぶ。

主な内容

・オリエンテーション:授業の進め方、座席(小グループ)の決定、

情報処理センターの利用方法(『利用の手引き』の確認)

・コンピュータと周辺機器の構成、および基本操作

・エクセノレとは?:データ処理とは?

・ webブラウザを使って、役立つ情報を読み、集める

・エクセルを使う:エクセルの画面構成、文字・数値の入力、ブックの保

表をつくる、加工する

数式を用いて四則計算を行う

いろいろなグラフをつくる、加工する

大量のデータを処理する(並び替え、抽出)

基本的な統計計算を行う

・総仕上げ:レポートをつくる(課題をみつけ、解析・検討し、結果を伝える)

Microsoft Excel、 Microsoft word

情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名

対象学生

担当教員

基礎コンヒュータB

教養学部1年後期

主な使用ソフトウェア

大野芳希

講義内容

統計学の簡単な内容と分析手法を、E知目をもちいた表計算の実習を通じて理解する

主な内容

(D Exce1 を使うための基本操作

(2) Exce1 による表計算

③グラフの作成

(4)データの並ベ替え、条件のあったデータの抽出

(5)度数分布表による 1次元のデータの整理、分析

⑥代表値と散布度の理解と計算

(フ) 2次元データの整理、分析

⑧相関係数の理解と計算

(9)マクロとユーザー定義関数

Excel

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例



轟義名

対象学生

担当教員

コンピュータと論理

教養学部2年

乙藤岳志

主な使用ソフトウェア Drscheme

講義内容:

現代のコンヒュータの基本原理,考え方の基本となる諸概念を概観する.コンヒュータは人間が作っ

たものであることを実感できるような講義とする

後半では,コンヒュータを動作させるプログラムに焦点を当て,アルゴリズムの実際を簡単なフログラミ

ング言語を用いておこなう

授業計画

前半は Web を用いた講義となる.中学校卒業程度の数学の知識を要求するが,前提となる基礎知識

はない

後半では,scheme を用いたアルゴリズムの実現のしかたをみていく.コンヒュータを動作させるための

基本概念を体感することを目的とする

-39-

3 清報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名:社会調査実習

対象学生:教養学部人間科学専攻2年

担当教員

主な使用ソフトウェア

片瀬一男・神林博史

講義内容:

SPSSを用いて社会調査データを分析し、 wordで報告書を作成する。

主な内容

(1) SPSS による基礎集計

(2) SPSS によるクロス集計とカイニ乗検定

(3) word による報告書の作成

性別と就職全般不安のクロス表

通年

訊10rd、 SPSS

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

性別 男性

△き十

度数

性別 の%

度数

性別 の%

度数

性別 の%

女性

非常に

不安

368

39.2%

249

45.フ%

617

41.6%

カイ2乗検定

就職全般不安

あまり不安

やや不安ではない

Pearson のカイ2乗

尤度比

線型と線型による連関

有効なケースの数

449

47.9%

244

44.8%

イ直

8.633(a)

8.857

まったく不安

ではない

88

9.4%

42

693

46.フ%

自由度

8.331

1483

△,十

フ.フ%

33

3.5%

10

1.8%

43

2.9%

130

8.8%
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漸近有意確率(両側)

938

100.0%

545

100.0%

1483

100.0%

035

031

004

3
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講義名

対象学生

担当教員

マルチメディア論A

教養学部情報学科

早坂明夫

主な使用ソフトウェア:ホームページ・ビノレダー

義内容:

人間の考えは何らかのメディア(媒体)を用いてしか他の人間に伝える事ができない。

ではコンピュータにおける映像・音声の取り扱い技術を習得し、自分の大学を紹

介するCM映像作品を制作することを通して、マルチメディア機能の本質を理解する。

主な内容

(1)アクセサリのペイントツールを用いて、静止画を描く。

(2)ホームページ・ビノレダーのアニメーション作成ソフトを用いて、複数の静止画か

ら簡単な動画を作成する。

(3)テレビCM作品を題材として、その製作のねらいや映像・音情報の構成分析する。

(4)各自が製作しようとする作品のシナリオを創作し、絵コンテを描く。

(5)各自が描いた絵コンテに沿って、デジタルカメラを用い、必要な映像素材や

音素材を収集する。

(田ホームページ・ビルダーのビデオ映像編集ソフトを用いて、作品を完成

させる

-41-

3年前期

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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3 6

多賀城情報処理センターでは平成16年4月にシステム更新が実施され、「多賀城情報処理センター

システム2004」として新システムが稼動しています。

本システムは、次の3つのシステムで構成されており、多賀城キャンハスの情報教育、研究に寄与

することを目的として、利用者の利便性、教育効果、研究活動支援に考慮したシステムとなっていま

す。

1.教育用システム

工学部各学科の教育方針を網羅し、各学科の情報教育に寄与するため、基礎教育から応用教

育までをカバーし、学部1年生から研究科大学院生まで、幅広い利用者によって活用できるシ

ステムです。

2.研究用システム

主に工学部各学科4年生の卒業研究、大学院生の専門的な研究及び教員のより専門的な研究

に活用できる、高速な処理能力と利便性を兼ね備え、高度なフログラム処理や解析処理を実現

するシステムです

3.多賀城キャンハスネットワークサービスシステム

キャンハス内のネットワークサービス(ホームヘージのホスティングサービスやプロキシサ

ービス等)を、高速かつ高い安定性を堅持して提供するシステムです

多賀城情報処理センターのシステム紹介

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

(1)ハードウェア構成

情報処理センター
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(2)ソフトウェア構成

コンピュータ種別

0S

ソフトウエア

第 1演習室

Mlcrosoft 0什ice2003

Professlonal Ed川on

(word, Excel, powerpoint, Access)

Microsoft visUヨ1 Studio NET pro

Autodesk AutocAD 2005

HULINKs si宮maplot 8.0

WolframResearch Mathematica 5.0

Cybernet MATLAB 6.5.1

Symantec AntivlruS 8.1 Workstation

VMware workstation 4.5 for wlndows

ASTEC ASTEC-× 4.2

Open0什ice

Adobe Adobe R舶der 7.0

Terapad

SunMlcrosystems Java2 JDK

PTeX 3.1.2 Win32 版

NTT-jTeX 19 1

TeraTERM pro + TTssh

+Lhaca

FFFTP

Windows xp

Windowspc

3.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

Professional

第2演習室

(左記ソフトウエア以外に)

Adobe Acrobat 6.o pro

Adobe photosh叩 ElementS2

Adobe i11Ustrator cs

Adobe premiere 6

MathType

第3演習室

Macintoshpc

Mlcrosoft 0什icex for Mac

(word. Excel, powerpolnt,)

HULINKS KaleidaGraph

Macos x



3 多賀城報処理センターの痢用伊紹介

コンビュータ基礎

2 三フ 1ノッこノコ.「7 ;ノヨZ ミ'ナー^

講義

数値材料工学

4 コンピュータ基礎

3

5

情報処理センターのシステム紹介と利用事例

情報科学基礎演習

6 コンピュータグラフィックス

工学部

、象学生

機械創成工学科 1年

7 コンピュータ基礎

工学部機械創成工学科

工学部機械創成工学科 3年前期

ンピュータエ学

9 情報システム概論

工学部電気情報工学科

10 コンピュータ基礎

工学部電気情報工学科

月1」期

1年前期

工学部

工学部

工学部

レッシュマンセミナー

12 応用数値解析演習

電気情報工学科

物理情報学科

物理情報工学科

1年前期

工学部物理情報工学科

1年通年

講義、研究で利用しているソフトウェアや講義内容、研究内容について説明します。

工学部物理情報工学科

4年

4年

1年

工学部環境士木工学科

後期

後期

目1」期

工学部環境士木工学科

3年後期

工学部環境土木工学科

1年前期

1年後期

1年前期

3年前期



講義名:コンピュータ基礎

対象学生:工学部機械創成工学科

担当教員:佐藤

主な使用ソフトウェア: 1nternet Explorer、 Activel MS・office、 ASTEC・X

<講義目的>

教養教育科目の1つとして、コンピュータ・りテラシーを体得することを目的とし、また、

フレッシュマンセミナーで活用するために、第3週目までに電子メーノレおよびインターネット

に関する基本操作について学ぶ。

彰、鈴木利夫、伊達秀文、小野憲文(所属:工学音肘

1年前期

<到達目標>

コンピュータよる文書作成、電子メーノレによる情報の交換、インターネット検索、プログラ

ミングの初歩など基本的な操作方法を習得し、他の科目履修での応用ができるようにする。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用例

<授業内容>

第1回端末機の基本操作(ログィン,ログァウトの仕方など)

第2回インターネットの接続方法および掲示板の使い方

第3回電子メールの利用および印刷などの各種環境設定

第4回インターネットを利用した情報収集

第5回ワープロソフトの利用

第6回表計算ソフトの利用

第7回ワープロ・表計算ソフトの組み合わせとその応用

第8回プレゼンテーションソフトの利用

第9回プログラミング言語の導入

第10回整数と実数の計算

第Ⅱ回条件判断

第 12回繰り返し計算1

第13回繰り返し計算2

第H回関数計算

第15回試験
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講義名:フレッシュマンセミナー

対象学生:工学部機械創成工学科

担当教員:斎藤

主な使用ソフトウェア

機械創成工学科1年生を対象に開講している本科目は、プレゼンテーションとディスカッショ

ンを実践的に学ぶことを目的としているプレゼンテーションの内容は学生が取り組む、機械

工学に関する体験である。 2005年度は3教員が担当しており、それぞれ、機械製品など社会

の中の機械工学に関する調査、規定材料を利用したクレーン作り&強度コンテスト、ロボットキ

ツトを使ったものづくり&プチロボットコンテストをテーマとした受講者は150名程j寺(必、

修)で、テーマごとに約1/3に分かれている。

3テーマとも、半分以上の時間を実習に割き、それをもとに発表準備を行い、最終発表によっ

て終える。テーマごとに演習室の利用度合いは異なり、本稿では演習室を主に使用したプチロポ

ツトコンテストのテーマ実施について、報告を行う

テーマ提案の段階では「ものづくりなら何でも可」であるが、結果的に1班を除き16斑が標

準で用意したロボット作りとなった。ロボットとしては「メカトロで遊ぶ会」が開発、頒布して

いるキツト「梵天丸」を使用した。本キットは本来小中学生向けに企画されたものであるが、全

く何のアドバイスもしなければ大学生でも試行錯誤が十分に体験できる本体は短時間で組立が

可能であり、実習の大半は動作設定のためのプログラミングとなるフログラミングは専用の圭

き込み装置とコンハイラ兼書き込みプログラムで行う。前者はPCのハラレルポートに接続する

もので、講義の時間ごとに接続して使用した。後者はアプリケーションソフトの他に専用ドライ

バが必、要であるが、情報処理センターに依頼し、 PCに標準で導入して頂いた。

講義の進行としては、まず組立を1時間で行い、サンプルプログラムの実行、簡単な課題を達

成するためのフログラム作成などを経て、最終目的であるコンテスト用の8の字走行に挑んだ

途中、経過確認とフレゼン指導のため、中間発表を課した。この時点ではりテラシー教育が未完

でPowerpointが使えない班もあったが、最終発表では全員がPowerpointを利用した。その後、

再度開発期間を経て、コンテスト(タイム計測)と最終発表会を実施した最終発表会は演習室を

使用し、各座席もしくは前で発表を行わせた。本科目は「相互評価」という特徴もあり学生自

身が自己評価も含め、他者の評価を行う。その集計の効率化のために独自にマークシートシステ

ムを開発した。

ロポツトを走らせる、ケーブルの抜き差しなど、演習室にはご迷惑をおかけする内容である

にも関わらず、いろいろとサポート頂いた職員の方々にこの場をお借りし、感謝申し上げる

修、梶川伸哉、熊谷正朗(所属:工学音円

1年前期

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例



轟義名:数値材料工学

対象学生:工学部機械創成工学科

担当教員:伊達秀文(所属:工学部)

主な使用ソフトウェア: ASTEO×(nU64UNI×)

<講義目的>

これまで学んできた、材料力学、材料工学の知識を活かしながら、変形している物体の内部

の応力分布やひずみ分布を差分法や有限要素法による数値解析法を用いて求め、材料力学、材

料工学の知識を深めながら数値解析法の手法を学ぶ

3年前期

<到達目標>

解析的には解けない簡単な微分方程式を差分法により解く技法を見に付けると共に、既存

の有限要素法プログラムを用いて平面応力、平面ひずみの問題を解析し、スキルとしての有

限要素法を理解する

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回数値材料工学の概要と講義の方針

第2回 FORTRANの復習1

第3回 FORTRANの復習2

第4回差分法の基礎

第5回差分法のフログラム

第6回差分法によるたわみの微分方程式の解法1

第7回差分法によるたわみの微分方程式の解法2

第8回有限要素法の基礎1

第9回有限要素法の基礎2

第10回有限要素法の基礎3

第Ⅱ回有限要素法プログラムの説明1

第12回有限要素法フログラムの説明

第13回データの作成

第14回結果の整理

第15回試験
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講義名:コンビュータ基礎

対象学生:工学部電気情報工学科

担当教員:宮澤正樹、大場佳文(所属:工学部)

主な使用ソフトウェア: VMware、 ASTEC・X (nU64UNI×)、 1E、 Active!mail

<講義目的>

コンピュータのしくみについて学ぶと共に、文書作成ツールや表計算ツールなどの実習を行

い、道具としてのコンピュータを体験してもらいます。

<到達目標>

コンヒュータのしくみの理解や専門用語の習得。それから、今後必要となってくるであろ

うアプリケーションソフトやツールの操作なども習得する。

1年前期

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回講義の内容と KNOPPⅨについて

第2回コンピュータのしくみ

第3回オペレーティングシステム(OS)

第4回エディタと電子メール

第5回 LaTeXによる美文書作成の実習(その1)

第6回 LaTeXによる美文書作成の実習(その2)

第7回 LaTeXによる美文書作成の実習(課題作成)

第8回 CalC による表計算の実習(その 1)

第9回 CalC による表計算の実習(その2)

第10回 CalCによる表計算の実習(課題作成)

第Ⅱ回ホームページの作成(その1)

第 12回ホームページの作成(その2)

第13回ホームページの作成(課題作成)

第 14回まとめ

第15回試験
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講義名:情報科学基礎演習

対象学生:工学部電気情報工学科

担当教員:芳賀

主な使用ソフトウェア: VMware (KNOPPⅨ)

<講義目的>

本講義は、計算機を1人1台使用し、情報処理の基本となる"ハードウェア"及び"ソフトウェ

ア"の概念を学ぶと共に、プログラミング言語のひとつである"C言語"を使用し、プログラミン

グ(特に数値計算)において必要となる"アノレゴリズム"の考え方について学習する。さらに、

C言語を用いた計測・制御機器等の制御方法にも触れる。

<到達目標>

"ハードウェア"と"ソフトウェア"の基本的な概念を理解することと、 C言語の文法を習得し、

基本的なプログラムを作成できるようになること。

<授業内容>

月1」期

第1回 UNIXマシンのログイン・ログァウト

第2回ハードウェアとソフトウェア

第3回エディタの使い方(実習を含む)

第4回ファイル編集コマンドの演習とエディタの操作練習(実習を含む)

第5 ・ 6回テキストの表示(その 1・その2)(実習を含む)

第7 ・ 8回変数・四則演算(その 1・その2)(実習を含む)

第9 ・10 回 if文(その 1 ・その 2)(実習を含む)

第 11・ 12 回 Switch 文(その 1 ・その 2)(実習を含む)

第 13 ・ 14 回 While 文(その 1 ・その 2)(実習を含む)

第15回総合実習

後期

第 1 ・ 2回 for文(その 1 ・その 2)(実習を含む)

第3 ・ 4回配列(その 1・その2)(実習を含む)

第5 ・ 6回関数(その 1・その2)(実習を含む)

第7 ・ 8回ポインタ(その 1・その2)(実習を含む)

第9 ・10回構造体(その 1・その2)(実習を含む)

第Ⅱ回ファイル処理(実習を含む)

第 12・13回初歩的な数値計算法(その 1・その2)(実習を含む)

第14回計測機器等の制御方法の基礎(実習を含む)

第15回総合実習

昭、宮澤正樹(所属:工学部)

1年通年

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名:コンピュータグラフィックス

対象学生:工学部電気情報工学科、物理情報学科

担当教員:大場佳文(所属:工学部)

主な使用ソフトウェア: VMware (KNOPPIX

<講義目的>

コンヒュータグラフィックスの基礎を学ぶと共に、 CG ツールの操作方法にっいても学習す

る。

<到達目標>

主に、コンピュータグラフィックスの分野における基礎知識や専門用語の習得、および CG

ツールの使い方を習得する

3 清報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回ガイダンス

第2回 CG とは(歴史等)

第3回デジタル画像

第4回 2次元画像の生成と描画(実習を含む)

第5回 2次元及び3次元幾何変換(実習を含む)

第6回モデリング(各種立体モデル、実習を含む)

第7回モデリング(各種曲線、実習を含む)

第8回レンダリング(実習を含む)

第9回レンダリング(実習を含む)

第10回アニメーション(実習を含む)

第Ⅱ回画像の変換・合成・効果(実習を含む)

第 12回画像の変換・合成・効果(実習を含む)

第 13回デジタルイメージ住昔視等、実習を含む)

第14回 CG関係のハードとソフト(実習を含む)

第15回試験

4年後期



蒜義名:コンピュータ基礎

対象学生:工学部物理情報工学科

担当教員:淡野照義、嶋

主な使用ソフトゥエア: 1nternetExplorer、 Active!mail、 Microsoft office、 UNIX

<講義目的>

理系の学生がコンピュータを道具として扱うために必要な技術と資質を習得する

<到達目標>

1)基本的な情報りテラシ(web とメールの利用、オフィスアフりケーションの利用、

HTMLの初歩、ネット利用のマナー)を習得する

2) UNⅨにおける基本的なりテラシ(基本コマンド、エディタ操作、ファイル操作)を

習得する

3)基本的な技術用アフりケーションの操作を習得する

1年前期

敏之(所属:工学部)

3 清報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回ガイダンスと KnoppiX操作

第2回 Web操作ど情報検索

第3回電子メーノレ

第4回情報倫理

第5回オフィスアフりケーション操作(文書)

第6回オフィスアフりケーション操作(表計算)

第7回オフィスアフりケーション操作(作図)

第8回オフィスアフりケーション操作(データベース)

第9回オフィスアフりケーション操作(プレゼンテーション)

第10回技術用アプリケーション操作(数式処理)

第11回 UNI×1 (UNIX入門)

第 12回 UNI×2 (基本コマンド)

第 13回 UNI×3 (エディタ)

第 14回 UNI×4 (応用コマンド)

第 15回総合演習(webヘージ作成)



講義名:コンビュータエ学

対象学生:工学部物理情報工学科

担当教員:志子田有光(所属:工学部)

主な使用ソフトウェア

<講義目的>

コンピュータのハードウエアについて学ぶことは、ソフトウエアの理角早を深めるばかりでは

なく、情報システム、計測技術、さらに様々な応用分野で独自性のある想像力を発揮するため

の基礎力となる。本講義では、マイクロプロセッサの基本的な構造を中心に学びながら計算処

理の原理を学び、デジタル技術の基礎力を養う。

3年後期

<到達目標>

コンピュータの構成を理角早し、マイクロプロセッサのアーキテクチャと演算の概念について

学習し、高度なコンピュータ理論を学ぶための基礎力を養う。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回授業の進め方、概要

第2回コンピュータの歴史

第3回マイクロプロセッサ

第4回 COMETⅡの構造

第5回主記憶装置

第6回周辺装置

第7回データ表現

第8回データの取り扱い

第9回論理演算

第10回論理回路

第Ⅱ回ロジック 1C

第 12回マイクロコントローラ

第13回アセンブラ言語の仕様

第 14回 CASLΠによるプログラミング

第 15回まとめ
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講義名:情報システム概論

対象学生:工学部物理情報工学科

担当教員:志子田有光(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア: 1nternet Explorer、 Active!mail、 MS・of負Ce、 ASTEC・X

<義目的>

情報システムは社会の至る所で重要な働きを担っており、特に工学出身者は、コンピュータ

情報、ネットワークを専門としない場合であっても基礎的な知識が期待される。本講義では、

情報技術資格取得を意識し、その内容に従って講義を行う。

1年前期

<到達目標>

具体的な到達目標として、情報資格である「初級システムアドミニストレータ」取得レベル

を見据えて講義を進める。淡野照義教授の必イ彦科目「コンピュータ基礎」と連携し、その科目

に登場しない内容で前述の資格試験に必須な分野、大学で学ぶ情報の一般常識として重要な分

野をカバーする。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回企業組織と業務

第2回業務改善の技法

第2回データ分析の技法1

第3回データ分析の技法2

第4回企業会計の知識

第5回情報システムの一般知識

第6回情報システムの開発

第7回テストおよび検収の支援

第8回パソコンのハードウエア

第9回データベースとSQL

第10回コンピュータネットワー

第Ⅱ回情報化環境の整備

第12回情報化環境の管理

第13回情報システムの運用

第14回セキュリティ対策

第15回試験
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講義名:コンヒュータ基礎

対象学生:工学部環境土木工学科

担当教員:中沢正利、李

主な使用ソフトゥエア: 1nternetExplorer、 Active!mail、 Microsoft office、 UNIX

<講義目的>

今後ますます加速する情報化時代ヘの対応として、コンヒュータリテラシとしての端末操作

方法および、コンヒュータ利用の基礎であるプログラム作成法を学習する

<到達目標>

コンヒュータの原理に関する基礎知識、メール、文章作成、表計算の習得および、プログ

ラムの作成能力を習得する

1年後期

相勲(所属:工学音円

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回工学におけるコンヒュータ利用の重要性(1ntroduction)

弔 2 回コンヒ゜ユータのイ士糸且み(mechanism ofcomputer)

第3回オヘレーティングシステム(OS:operatingsystem)

第4回ホケコン使用方法(howtousepokecon)

第5回インターネットにおける情報倫理

第 6 回 lnternet 検索、 E'mai1実習(how to use E・maiD

第7回 Word 演習(1)

第8回 Word演習(2)

第 9 回 Exce1演習(1)

第 10 回 Exce1演習(2)

第 11回 Powerpoint演習

第 12 回プログラミング演習(programmingexercises)

第 13 回プログラミング演習(programmingexercises)

第 14 回プログラミング演習(programmingexercises)

弔 15回試験(examination)



講義名:フレッシュマンセミナー

対象学生:工学部環境士木工学科

担当教員:中沢正利(所属:工学音円

主な使用ソフトウェア

<到達目標>

環境士木工学とはどのような学問かについて理解し、かっ興味を抱くように導く

とし、ビデオを多用するまた、英語の大切さを認識する

<授業内容>

第1回各教員によるガイダンス土木技術者の倫理規定

第2回ビデオ上映会 NHK テクノハワ一士木の世紀<上巻>

~夢の施設の現実とその再生:橋、トンネル、都市~

第3回各教員との個別指導(レポートの書き方)

第4回各教員との個別指導(公共事業の特殊性、自然災害)

第5回ビデオ上映会環境工学ヘの誘い

第6回各教員との個別指導(環境士木工学の対象分野の例)

第7回ビデオ上映会 NHKスヘシャル~コンクリート高齢化社会ヘの警告~

第8回各教員との個別指導

第9回各教員との個別指導(予備田

第10回国際化と英語

国際化が進む日本における技術英語の必要性と重要性等についての講義

第Ⅱ回各教員との個別指導(外書講読1)

第12回各教員との個別指導(外書講読1)

第13回各教員との個別指導(外書講読3)

第14回各教員との個別指導(外書講読4)

第15回各教員との個別指導(予備田

1年前期

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

その環

-55-



講義名:応用数値解析演習

対象学生:工学部環境土木工学科

担当教員:中沢正利(所属:工学部)

主な使用ソフトウェア: Microsoft Excel、 Mathematica

<講義目的>

基礎数値解析演習およびプログラミング演習で学んだプログラミング知識の応用として、環

境士木専門分野に必要かつ実践的な数値計算について演習する。

3年前期

<到達目標>

与えられた問題に対する解答を求める際に必要な支援計算のための数値計算プログラミン

グができるようになること。

3 情報処理センターのシステム紹介と利用事例

授業内容

第 1回~第2回 BasiC の復習

第3回~第4回専門分野の問題ヘのフログラミングの応用例題

第 5 回数式処理ソフト Mathematica の利用

第 6 回 Macr0 と ExcelvBA (visualBasicApplication)

第7回~第9回 VBAの解説と文法

第10回~第Ⅱ回ユーザーフォームとその作成

第 12 回例題演習(1)

第 13回例題演習(2)

第14回例題演習(3)

第15回試験
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4 情報処理センター報告(平成17年度データ

4.1 禾用者状兄報告

(1)利用登録者数

学生の登録者数及び利用者数は、以下の表に示したとおりです。

士樋情報処理センターでは、文・経済・法学部学生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受け

た学生のアカウントを登録しています。

泉情報処理センターでは、教養学部学生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受けた学生のア

カウントを登録しています。

多賀城情報処理センターでは、工学部学生全員とそれ以外に利用申請を受けた学生のアカウントを教

育用システムに登録しており、これとは別に研究用システムの利用希望者にっいては別途申請を受けて

別アカウントとして登録しています。

また、文・経済・法学部の1、 2年生と教養学部全学年の学生と大学院生は泉情報処理センターで講

義を受講します。文・経済・法学部の3、 4年生と大学院生は士樋情報処理センターで講義を受講しま

す。工学部の学生と大学院生は多賀城情報処理センターで講義を受講します。

その他に、各キャンパスの情報処理センターで教職員のアカウント登録と利用があります。

4 情報処理センター報告(平成17年度)

(1)学生

学部

学年

登録者数

アカウント

登録

経済・法学部、大学院

2年 3、 4年、大学院1、

講義利用

(2)教職貝

泉情報処理センター

9116

土樋情報処理センター

登録者数

教養学部、大学院

1~4年、大学院

土樋情報処理センター

土樋情報処理センター

1308

388

工学部、大学院

1~4年、大学院

教育用 2106

研究用 130

多賀城情報処理センター泉情報処理センター

泉情報処理センター

泉情報処理センター

多賀城情報処理センター

多賀城情報処理センター



(2)利用者状況

3キャンハス情報処理センターの利用者数を集計して算出しています。

1)利用日数別の利用者数(2005 年4 月~2006 年 3 月)

利用日数 学生利用者数

3461 人1~10 日

11~20 日 2197 人

田 51日以上1452 人21~30 日

1413人
961 人31~40 日

802 人41~50 日

51 日以上 1413 人

51~60 日 560 人 .41~50日

802人276 人61~60 日

71~60 日 200 人

81~60 日 132 人

91~60 日 79 人
031~40日

961人158 人100~200 日

201 日以上 8人

合計メ△、言 10286 人

021~30日

1452人

学生利用者数

451人

333 人

240 人

132 人

446 人

51人

10286 人

11~20日

2197人
学生利用者数

4.情報処理センター報告(平成17年度)

.41~50回

693人

031~40回

926企121~30回

2)利用回数別の利用者数(2005 年4 月~2006 年3 月)

利用回数 学生利用者数

1~10 回 3152 人

Ⅱ~20 回 1997 人

21~30 回 1350 人
51回以上

31~40 回 926 人 2168人

41~50 回 693 人

51回以上 2168 人

51~釦回 515 人

1350人

. 11~20回

1997人

61~70 回

71~80 回

81~90 回

91~100 回

100~200 回

201回以上

心、言ロヨ十



3)利用時間別の利用者数(2005年4 月~2006年3 月

利用時間 学生利用者数

5時間未満 2493 人

5~10 時間 987 人

10~20 時間 1670 人

20~40 時間 2178 人

40~80時間 1872 人

80時間以上 1086 人

80~160 時間 919 人 .40~80時間

1872人160~320 時間 146 人

320~640 時間 19 人

640 時間以上 2人

メ△、言西計 10286 人

4

80時間以上

1086人

情報処理センター報告(平成17年度)

学生利用者数

0 20~40時間

2178人

時

0 10~20時

1 67

5~ 10時問

987人



3)授業科目名

土樋情報処理センタ

義

会計情報システム

会計情報システム

経済学特殊講義Ⅳ

商品学実習

商品学実習

商品学実習

演習二部

地域情報学

翻訳実践1

翻訳実践Ⅱ

演習

演習

演習

経済モデノレシミュレーション

経済モテノレシミュレーション

演習

基礎演習

文献購読Ⅱ・Ⅲ

国際経営論

経営統計

経営工学

基礎演習

情報検索演習

情報検索演習

情報メディアの活用

情報りテラシー

情報りテラシー

基礎統計学

コンピュータ科学

コンピュータ演習

コンピュータ演習

経営情報論

情報りテラシー

情報りテラシー

4 情報処理センター報告(平成17年度)

年次

^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^

イ彦,

^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
^^
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泉情報処理センター

講名

・元一"'ヲー六椚^^^^
^^^^

りW一縮池即^^^^
・北゜一死誕^^^^
り心一詔^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^
^^^^

当教員

4.情報処理センター報告(平成17年度)

開 科

プログラミング言語B

プログラミング初級

炊

プログラミング中級

プログラミング上級

マルチメディアシステム論

央語1

英語IB

央語Ⅱ

英語演習
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泉情報処理センター

講義名

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

担当教員

中川清和

高橋光一

手借垣忠、

尾谷昌則

岸 t告介

門間俊明

風斗博之

谷田部武男

柳井雅也

中川清和

高橋光一

平吹喜彦

府百士百,%蓼

大野芳希

増子正

岡安隆照

松澤茂ほか

風斗博之

片瀬一男ほか

大場佳文

大場佳文

菊地登志子

糟谷 凹τ'ゴ
^JD、

糟谷 ^ J【ニ、

佐藤健

佐藤健

菅原良

菅原良

全眞嬉

小林裕ほか

大森國利

斉藤 三正日

風斗博之

基礎コンヒュータB

4 清報処理センター報告(平成17年度)

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

基督・経営・英文

教養

教養

人間

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

人間

経呂

孟茎呂

開講学科

基礎統計学

現代社会の諸問題Ⅱ

言語ど情報処理

社会調査実習

情報りテラシー

年次 履修者数

69

64

68

70

92

57

78

心理実験実習

総合演習

57

54

72

対'照舌言吾学

17

72

75

1, 2, 3

72

3

96

3

71

2

166

47

25

30

63

56

56

51

51

ーー五
^ロロ

60

57

48

2

29

2

59

2

47

3

47

38



多賀城情報処理センター

講義名

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

フレッシュマンセミナー

フレッシュマンセミナー

フレッシュマンセミナー

コンヒュータ応用

コンヒュータ応用

プログラミンク

数値材料工学

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

数値解析法

数値解析法

コンヒュータグラフイックス

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

情報科学基礎

情報システム概論

情報社会ど情報倫理

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

情報処理工学

電気電子回路学実習

コンヒュータエ学

コンヒュータネットワーク演習

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

フレッシュマンセミナー

フログラミング演習

応用数値解析演習

担当教員

佐藤彰

鈴木利夫

伊達秀文

小野憲文

熊谷正朗

斎藤修

梶川伸哉

佐藤彰

小野憲文

梅津実

伊達秀文

宮澤正樹

大場佳文

芳賀昭

宮澤正樹

芳賀昭

神永正博

大場佳文

淡野照義

嶋敏之

岩本正敏

志子田有光

岩本正敏

嶋敏之

菜嶋理

岩本正敏

星宮務

志子田有光

林優一

中沢正利

李相勲

中沢正利

石川雅美

中沢正利

4

開講学科

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

電気情報工

電気情報工

電気情報工

電気情報工

電気情報工

電気情報工

電気・物情

物理情報工

物理情報工

物理情報工

物理情報工

電気・物理

物理情報工

物理情報工

物理情報工

物理情報工

物理情報工

電気・物情

環境土木工

環境士木工

環境士木工

環境士木工

環境士木工

情報処理センター報告(平成17年度)

年次 履修者数

146

146

203

160

107

18

151

2

2

152

4 91

89

2

96

2

90

2

72

2

80

3

4

77

80

71

69

155

161

156

2
 
3

2
 
3



多賀城戸報処理

CAD 演習

士木工学セミナー

教科教育研究1(情報)

教科教育研究Ⅲ(情報)

^
^
^
^

4 情報処理センター報告(平成17年度)

^^
^^
^^
^^

修数

-64-



(4)時間割表

土樋情報処理センター

..齢

1-ーーーーーー.^^^^^^^

1-ーーーーーー
.^^^^^^^

.^^^^^^^

1-ーーーーーー
臣^^^^^^^

田^^^^^^^田^^^^^

1-ーーーーーー
1 -ーーー囲^^^^^^^

1詣盟盟盟盟豊盟.^^^^^^^

4.情報処理センター報告(平成17年度)

B

経済学科
経営学科

商学科

英文学科
史学科

法律学科

-65-

(前)

(後)

前期のみ

後期のみ



泉情報処理センタ
數童

第フニンヒュータ室

532

533

第6コンピュータ室

第4コンビュータ室

534

1 校時(8:30~10'00

第3コンビュータ室

536

(径)コノt .ー"フフィス

第1ニンヒュータ室

53 1 第フコンヒュータ室

532

火

(1糸)コンビ"ー,と情報処更E

533

第6コンヒュータ室

2校時(10:30~12:00)

(前)ドイツ語

(後)トイツ語

(前)コンビュータ演習

(後)コンピュータ演習

第4ニンビュータ室

534

Ⅱ童)=語と情報処理

536

第3コンビニータ室

(前)基礎コンヒュータA

(イ封コンビュータと論理

531

第1コンピュータ室

532

第フニンヒュータ室

永

4

(前)コノヒー,,フフィナ1入門

533

第6コンヒュータ室

情報処理センター報告(平成17年度)

(前),.,"'イフノステム論

q圭)コンビュータ演習

'語文化演習

q妾)基礎コンピュータ B

第4コンヒュータ室

534

(前)コンヒュータ演習

(前)ドイツ語 1

(1剣ドイツ語 1

(後)基礎コンヒュータ B

536

第3コンビュータ室

4校時(14:20~15.:5の

531

第1コンピュータ室

(前〕基礎コンビュータA

(後〕基瑳コンビュータ B

(前)基磋コンビュータA

(後)基礎エンヒュータ B

第フコンビュータ室

532

木

情報りテラシー

(前)プログラミング上級

533

第6コンヒュータ室

(前)基礎コンヒュータA

U髪)基礎コンヒュータ B

(前〕基礎統il¥

534

第4コンヒュータ室

(前)プログラミング初級

q圭)プログラミング中紐

(前)プログラミング籾級

(後)プログラミング中級

(後)対象寓語¥

英語Ⅱ

5校時(16:00~17:3ω

536

第3コンヒュータ室

(前)コンビュータ演習

(後)基硯コンヒュータ B

第 1 コ

531

(前)基礎コンビュータ A

(前)コンピュー

第フコンビュータ室

532

ヒニータ室

金

(前)基礎コンピュータA

ドイツ語IA

情帆りテラソー

(後)現代社会の諾問題

第6コンビュータ室

533

(前)プログラミング初穀

新灸〕プログラミング中級

(前)プログラミング初級

U髪)プログラミング中穀

(1狗〕片訴とメディア

G髪基礎演習

情報りテラシー

(後)靴合演習

英語Ⅱ

(前)基礎コンヒュータ A

(後)ニンビュータ演習

第4コンビュータ室

534

(前)コンビュータ演習

(後)総合演習

心理実験実習

(前)基礎演習

Ⅱ妾)基礎演習

(後)ニンヒュータ演習

第3コンビニータ室

536 第1コンビュータ室

英語演習

情偲りテラシー

(市D コンヒュータ演習

英需

(1灸〕総合演習

仇報りテラソー

土

(後)コンビュータ演習

533

(前)コンビュータ演習

新釦基礎コンビュータB

情報りテラシー

0理実験実習

第4ニンビュータ室

(前)物権法

534

U釦墓礎演習

(前)コンビュー

第3コンビニータ室

536

(前)基碓コンビニータ A

σ妾)コンビュータ演習

英語IB

情報りテランー

第 1コンビュータ室

情報りテランー

(後〕総合演習

社会調査実習

英語演習

社会訓査実習

前期のみ(後) 後期のみ



多賀城情報処理センタ
數室

第1演習室

月
第2演習室

1校時(8.M~10.0ω

q髪)情報社会と情報倫理

第1演習室

火
第2演習室

2校時(10、30~12.M

(前)応用数値解析演習

(1妾)情報処理工学

第1演習室

水

(前)応用数値解析演習

U圭)情報科¥基磋演習

第2演習室

4

q圭)プログラミング演習

第1演習室

情報処理センター報告(平成17年度)

木

(後)プログラミング演習

第2演習室

(後)情報科¥基礎演習

校時a4.20~151!5の

(前)数値解析扶

(前)コンビュータ基礎

第1演習室

(1圭〕情報科羊基礎

金

(前)数値解析怯

仙句数髄材料工学

第2演習寔

(後)コンビュー

(前)1Ⅱ子引算機

(前)コンビュータ基碓

(前)プログラミング

(1釦電気電子回路¥実習

第1演習室

士

(前)フレンシュヤンセミナー

(前)at子割算機

(前)コンピュータ基礎

(前)プログラミング

第2演習室

(前)教科教吉研究 1

(前)情報科芋基礎演習

(前)コンビュータ基礎

(後)數科教打研究 1Ⅱ

q幻コンヒュータ応用

(後)爪気但子回路学実習

新圭〕フレソシュマンセミナー

(市D情報システム概論

(前)コンビュータ基礎

(後)=ンビュータ応用

(1妾)コンヒュータ基礎

(後)士木工孚セミナー

(前)CAD 演習

(前)情報科学基礎演習

(1釦プログラミング演習

(後電気屯子回路学実習

(前)CAD 演習

(前)情報科¥基礎演習

(後)プログラミング演習

(後)情報科宇基礎演習

(前)コンビュータネノトワーク塙習

(前)コンヒュータ基礎

(前)コンピュータ基礎

前期のみ q封

67ー

後期のみ



4 2

( 1 )

各種会報告

日

平成17年11月24日

16時00分~

報システム委員会

(2)情報システム部会

場所

土樋キャンパス

5号館6階第4会議室

日時

平成17年4月 1

14時00分~1

4.情報処理センター報告(平成17年度)

4日

5時00分

平成17年5月 26 日

15時00分~16時00分

平成17年7月 7 日

15時00分~16時00分

場所

土樋キャンパス

5号館6階第4会議室

68

題

各キャンパス情報処理センター平成17年度補正

予算について

各キャンパス情報処理センター平成18年度当初

予算について

その他

2

3.

多賀城キャンパス

1号館3階第1会議室小

泉キャンパス

1号館3階第2会議室

平成17年10月

14時00分~1

議題

1.各キャンパスおよび学部からの報告

総合ネットワーク規程改正について(報告)2.

個人情報保護に関する研修について(報告)3.

その他4.

1.各キャンパスおよび学部からの報告

2.その他

1.各キャンパスおよび学部からの報告

ソフトウェアの導入に関する原則について2.

教材の印刷に関して3.

泉情報処理センターからの協議事項4.

就職部主催の講習会の対応について5.

6.その他

各キャンパスおよぴ学部からの報告1

2.非常勤IDの取り扱いの現状報告

情報処理センターの利用について(新入生向け)3.

各キャンパスおよび学部からの報告1.

各キャンパスの情報処理センター予算について2.

3.その他

平成17年11月24日

14時00分~15時00分

6日

4時30分

土樋キャンパス

5号館6階第4会議室

士樋キャンパス

5号館6階第4会議室

議
L



(3)所員=議

土樋情報処理センタ

日時

平成 17年 6月 9 日

14 時30分~15 時30 分

平成 17年Ⅱ月 4 日

12 時00分~12 時30分

泉戸報処理センタ

開催なし

場所

士樋

5号館6階

土樋

8号館3階

多賀城情報処理センタ

日時

6月 1 7 日(金)

第4会議室

第4会議室

4 情報処理センター報告(平成17年度)

議題

Dソフトウェア導入に関する原則の確認

2)その他

1)平成17年度補正予算にっいて

2)平成18年度当初予算にっいて

3)その他

場所

2号館3階事務室

1 1月 1 8 日

1 2 月 2 6 日

(金)

(金)

2号館3階事務室

2号館3階事務室

議 題

工学部教授会委員会「情報処理センター委員会」

との関係について

情報処理演習室でKn0即iX を利用したネットワー

ク利用について

326教室の取り扱いについて

その他

VMwareバージョンアップについて

平成18年度以降の電気情報工学科開講講義におけ

る326番教室の利用について

1.

2.

3.

4.

1

1.



4 3 センター見学者

土樋情報処理センター

見学日

4 月 20 日

4 月 28 日2

月 28 日3

5月2日4

5 月 19 日5

6 月 21 日6

6 月 29 日7

6 月 29 日8

6 月 29 日9

7月7日10

8 月 31 日11

7月7日12

9 月 29 日13

10 月 H 日14

10 月 12 日巧

10 月 12 日16

10 月 19 日17

10 月 27 日18

11月 2 日19

11 月 18 日20

11 月 18 日21

11 月 18 日22

78

4

96

153

29

団体名

福島県立飯館村飯館中学校

宮城県栗原郡志波姫町立志波姫中学校

宮城県佐沼高等学校

福島県桜の聖母学院高等学校

宮城県塩釜高等学校

山形県立米沢商業高等学校

福島県田村郡三春町立三春中学校

宮城県米山高等学校

山形県立南陽高等学校

宮城県岩ケ崎高等学校

山形県立寒河江市立陵南中学校

宮城県岩ケ崎高等学校

宮城県仙台南高等学校

青森県大湊高等学校

岩手県盛岡南高等学校

岩手県立水沢高等学校

宮城県築館高等学校

宮城県岩沼市立岩沼西中学校

山形県新庄市立日新中学校

福島県立須賀川桐陽高等学校

宮城県仙台市立住吉台中学校

宮城県仙台市立台原中学校

34

14

4

115

4 情報処理センター報告(平成17年度)

114

6

Ⅱ4

42

94

92

7

44

12

12

4

数



泉情報処理センター

見学日

4 月 28 日

4 月 28 日2

5 月 10 日3

5 月 17 日4

5 月 20 日5

5 月 20 日6

5 月 27 日7

5 月 27 日8

5 月 31 日9

6月 7日10

6月 9日Ⅱ

6 月 16 日12

6 月 17 日13

6 月 22 日14

6 月 29 日15

6 月 29 日16

6 月 3 0 日17

6月30日18

6月30日19

6月30日20

7月 2日21

7月 5日22

7月 6日23

7月 7日24

7月 8日25

7月 8日26

7 月 2 2 日27

7 月 2 9 日28

7 月 2 9 日29

8月 2日30

8月12日31

9月16日32

9月21日33

2

76

6

12

103

団体名

宮城県佐沼高等学校

宮城県佐沼高等学校

盛岡大学付属高校

宮城県佐沼中学校

宮城県迫桜高等学校

宮城県迫桜高等学校

私立福島高等学校

私立福島高等学校

宮城県中新田高等学校

福島成践高等学校

山形県立谷地高等学校

岩手県立盛岡北高等学校

岩手県立宮古高等学校

岩手県立高田高等学校

宮城県角田高等学校

宮城県角田高等学校

宮城県富谷高等学校

宮城県富谷高等学校

福島県立相馬東高等学校

岩手県立金ケ崎高等学校

福島県立郡山商業高等学校

聖ウノレスラ央智

山形県立庄内総合高校

宮城県涌谷高等学校

山形県立天童高等学校

宮城県塩釜女子高等学校

福島県立喜多方東高等学校

秋田経法大附属高等学校

秋田県立秋田北高等学校

山形県立酒田西高等学校

福島県立あさか開成高等学校

福島県立光南高等学校

福島県立安達高等学校

18

29

67

13

14

89

60

4

75

情報処理センター報告(平成17年度)

196

146

91

55

30

45

67

25

人数

16

13

36

37

13

40

37

49

6

91

30

66



34

見学日

9月22日

9月27日

9月27日

9月28日

10月 5日

10月 7日

10月 7日

1 0月 1 2 日

10月15日

10月19日

1 0月 1 9 日

1 0月 2 0 日

1 0月 2 8 日

11月 1日

11月 8日

1 1月 2 2 日

1 1月 2 4 日

1 1月 2 9 日

1月25日

1月 2 5 日

2月 8日

2月 1 0 日

3 月 1 0 日

3月29日

3 月 3 0 日

35

36

37

38

団体名

山形県立米沢東高等学校

福島県立郡山東高等学校

宮城県角田高等学校

福島県立原町高等学校

岩手県立前沢高等学校

福島県立福島南高等学校

盛岡市立高等学校

福島県立福島南高等学校

福島成践高等学校

盛岡白百合学園中学高等学校

宮城県築館高等学校

宮城県岩出山高等学校

福島県立原町高等学校

宮城県第三女子高等学校

宮城県伊具高等学校

山形県立左沢高等学校

秋田和洋女子高等学校

山本学園高等学校

常盤木学園高等学校

青森県立八戸西高等学校

宮城県黒川高等学校

福島県立本宮高等学校

尚綱学院女子高等学校

秋田県立能代北高等学校

秋田県立能代高等学校

39

40

41

42

43

4

44

情報処理センター報告(平成17年度)

45

46

47

48

49

50

51

52

人数

135

53

54

52

55

30

56

44

57

121

58

多賀城戸報処理センター

見学日

1 0 月 1 5 日

81

21

35

29

18

23

14

90

50

福島県小高高等学校

10

31

18

6

24

団

0

80

23

50

ーフ2-

25

42

数



5 平成17年度情報処理センタ

5

(1)教学組織図

組図

学校法人

東北学院

5.平成17年度情報処理センター運営組織

運営組織

東北学院大学

東北学院高等学校

東北学院榴ケ岡高等学

(2)事務粗織図

東北学院中学校

東北学院幼稚園

大学院

学部

学校法人

東北学院

宗教部

図書館

研究所

各種センター

法人事務局

東北学院大学

情報システム委員会

東北学院高等学校

東北学院榴ケ岡高等学

東北学院大学

報処理センター

東北学院中学校

情報システム部

東北学院幼稚園

情報システム課 土

情報処理センター

泉

報処理センター

多賀城

報処理センター

;
 
1

37



5 2 情報システム委員会名

高木龍一郎

遠藤健

根市

澤野

佐藤

松澤

辻

櫻井

{川

石川

谷田部

佐々木

氏 名

情報システム部長

情報システム副部長

情報システム副部長

情報システム副部長

情報システム副部長

情報システム副部長

文学部(センター所員)

経済学部(センター所員)

法学部(センター所員)

工学部(センター所員)

教養学部(センター所員)

法人事務局(庶務課長)

法人事務局(広報課長)

法人事務局(財務課長)

大学(総務部次長)

大学(総務部次長)

大学(総務部次長)

大学(教務課長)

大学(学生課長)

大学(施設課長)

大学(情報システム課長)

茂

秀人

5 平成17年度情報処理センター運営糸且織

基

雅美

武男

文彦

知致

1月Ⅱ召

健

役 職

田

高橋

嘉男

義光

捷

孝夫

イ麦

勝男

士田

石井

高橋

貝憲

菅野

一
志
博
彰

Uえ

相
井
荒

吉

澤
上



5 3 情報処理センター構成員名

センター長

主

高

任

木

氏

土樋情報処理センター

多賀城情報処理センター

泉情報処理センター

龍一郎

名

士樋情報処理センター

所 員

5

学部

平成17年度情報処理センター運営組織

龍一郎

多賀城情報処理センター

法学部

法学部

工学部

教養学部

発

亜紀子

丈晃

宏行

平成 16 年 4 月 1 日

泉情報処理センター

石

平成 16 年 4 月 1 日

平成 16 年 4 月 1 日

平成 16 年 4 月 1 日

基

文学部

経済学部

法学部

川

士樋情報処理センター

雅

職

任期

平成 18 年 3 月 31 日

谷田部

平成 16 年 4 月 1 日

平成 16 年 4 月 1 日

平成 17 年 4 月 1 日

美

平成 18 年 3 月 31 日

平成 18 年 3 月 31 日

平成 18 年 3 月 31 日

工学部

多賀城情報処理センター

男

平成 16 年 4 月 1 日

平成 18 年 3 月 31 日

平成 18 年 3 月 31 日

平成 18 年 3 月 31 日

教養学部

泉情報処理センター

平成 16 年 4 月 1 日

平成 18 年 3 月 31 日

平成 18 年 3 月 31 日

J、、、

令

章
Ξ
ア

木
藤
澤

高
佐
松

人
憲

秀
貴

辻
桜
宮

香
之

、
、
イ

由
秀

谷
橋
田

熊
高
原

泉
熊
桜

重
彦
明

吉
尚
慶

藤
本
木

齋
坂
鈴

谷
井

員

井
川





6 東北学院大学情報処理センター各種和用規程

6

趣旨)

第1条この規程は、東北与ヨ浣大学t静&システム委員会(以下「委員会」という。)d)*且織およぴ運営にっいて必要な事項を定める。
帽的)

第2条委員会は東北郭完大学情報列曜センター(以下「センター」という。)の運営に関する基本方針、その他重要事項を審議する。

俳且細

第3条委員会は次の委員をもって構成する

①情報システム部長

②{青報システム岳1榔長

(3)センター所員

④法人事務局職員庶秒課長、広報課長及び財務課長

(5)大学事務職員総務部次長、総務剖軟長(多賀城キャンパス担当)、靴^次長像キャンパス担当)、総秒課長 課長

施設課長及て州青報システム課長

2 委員長は情報システム割喉とする

審議事圓

第4条委員会は炊の事項を審議する。

(1)センターの事業および予算・決算

(2)その他、センターの運営に関して委員会が必要と認めた事項

(委員の委嘱

第5条委員の委嘱は、大学長がこれを行う。

(任期)

第6条委員のイ壬期は2年とする。ただし、再イ壬を妨けソ瓢、。

(委員会)

第7条委員会は委員長がこれを招集し、議長となる。

2 委員会は、必要に応じて委員上峅の凱系者の出席を求め、意見を聞くことができる

(センターの管理運営)

第8条センターの管瑠重営は、東北'キ ンター規程の定めるところによる。

(事務の所管)

第9条委員会の事務は、情報システム課力垳う。

(規程の改胸

第10条この規程の改廃は委員会の発議により学音降剣受会及てド全学剃受会の議を経て理事会がこれを行う

附則

1 この規程は平成16(2004)年4月1日施1予ずる。

2 東北学浣大学t静R処理センター連営委員会規程は、これを廃止する

東北学院大学情報システム委会規程

6.東北学院大学情報処理センター各種利用規程

(制定平成16年4月 1印

フフー



6 2 東ヒ学院大学情報処理センター規程

(設圖

第1条

鰹旨)

^2^

姉三設)

鮮53^

東北郭完大学(以下「大学」という)にf静R列蛭センター(以下「センター」という)を置く

この規程は、東北"

センターの情報処理旛設は次の場所に設置する。

①東北郭完大学士樋キャンハス(仙台市青葉区士樋一丁目3番1号)

②東北郭完大学多賀城キャンハス(多賀城市中央一丁目13番1号)

③東北郭完大学泉キャンハス(仙台市泉区天神沢二丁目1番3号)

2 育加頁各号の施設の名称は以下のとおりとする

①東北学浣大学士樋情報列曜センター

②東北学浣大学多賀城1誕艇理センター

③東北郭完大学泉1静&処理センター

6

子・月

東北学院大学情報処理センター各種利用規程

旧的)

堀条

絲且鶴

第5条

システム委員会規程第8条にもとづき、センターの糸且織お'よぴ運営について必要な事項を定める

センターは、学件殉院のための情報処理を行うことによって教育・研究の推進に寄与することを目的とする

センターに次の職員を置く

(1)センター長

(2)主任

(3)所員

(4)事務職員

(センター遍)

鄭条

(制定平成2年6月 1日)

改正平成 7年4月 1日

d女正平成16年4月 1 日

(主イ壬J

^奔さ

2

センター長は、f哉Rシステム部長がこれにあたり、大学長が委嘱する

センター、長は、センターに関する業務を統括する。

センター長のイ壬朔は2年とするただし、剛壬を妨げない3

1名

各キャンハスに1名ずつ

各学部から1名

若干名

価員)

^ξ条ミ

2

主任は、f静Eシステム部長または副部長がこれにあたり、大学長が委嘱する。

主任はセンター長を補佐し、各キャンパスに設置したt哉敗匠里施設に関する業務を統括tる

主任のイ壬朔は2年と司、る。ただし、再イ壬を妨げない3

2

(事務職員)

第9条

(禾1朔ま態1」)

第10条

頗程の改廃)

第Ⅱ条

所員は大学の教育職員からセンタ^の推薦により大学長がこれを委嘱する

所員のイ壬期は2年とするただし、再イ壬を妨げない

事務職員はセンターの目的遡テのために必要な

センターの利用規貝1」は別に定める。

この規員11の改廃はt静&システム委員会の議を経て理事会がこれを行う

附則

この規程は、平成2年6月 1日から施イ予ずる

附則

務、並びに技材狛媚者業務を行う



この規程は、平成7 (1995)年4月 1 日から施1テす、る。

附則

この規程は、平成16 (20叫)年4月 1日から施〒予ずる

6 3 東北学院大学情報処理センター利用規則

(禾1朔者の資格)

東北学院大学t静&列曜センター(以下「センター」という)を利用することができる者は、次のいずれか{、該当する^1^

者とする

①東北郭完の専任職員

②東北郭完大学の1浣生・学生

③その他、東北郭完大学情報処理センター長(以下「センター長」という)が適当と認めた者

(禾1朔の申請)

第2条

6.東北学院大学情報処理センター各種利用規程

センターを利用する者は、センター所定の利用申請書をセンタ・「艮に提出し、その承認を得なければならないただ

し、第1条第2号に該当する者は、原則として指導教員が申請者となる

(禾1朔の方法)

鮮ξ3奔t センターの利用については、センター長のキ旨示に従うものとする

(禾1朔のイ亭止)

利用者が本規貝リに従わない場合は、センター長がその者の利用を停止することがある。鮮嬰奔ミ

(禾1朔報告書の提出

利用者はセンター長から幸晧を求められ六ときは、速やかしこ禾11用報告書をセンター長に提出しなけれぱならない舞『5^

頗程の改廃)

この規貝11の改廃は1静&システム委員会が行う鄭条

附則

1 この規程は平成2年6月 1日から施イ予する

2 東北郭完「青報処理センター利用規貝11は、これを廃止する

附則

この規貝11は、平成16年4月 1日から樹テする

改正平成16年4月 1日
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編集後記

このたび、「東北学院大学情報処理センター年報第4号」を無事に発刊することができ、ほっとし

ております。お忙しい中、ご寄稿いただいた早坂先生、講義内容ならびに研究内容のご紹介を執筆いた

だいた先生方に心から感謝申し上げます。

第4号の発刊はだいぶ遅れてしまいましたが、そのことによって「年報、はやく欲しいです。」「年報、

いつできますか?」などの貴重な声を聞くことができました。この年報が必要とされてぃるということ

は、大変喜ばしいことと感じます。これからも、必要とされる年報作りを心がけ、なるべく早く皆様の

お手元にお届けできるように努力していきたいと思います。

編

編集スタッフ
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仙台

.
蓮駅

士樋キ

土樋キャンパス

(文・経済・法学部3, 4年次および夜間主)

土樋情報処理センター

、

¥殺

竃盛岡

〒980-8511

仙台市青葉区土樋一丁目3番1号

雷話(022)-264-6502

仙石

多,城キャンパス

(工学部)

多賀城情報処理センター

至島

至塩釜

隔二

国遠朽線

多貿城市役所
至

〒985-8537

多賀城市中央一丁目13番1号

電話(022)-368-1100

至仙簿

泉キャンパス

(文・経済・法学部1, 2年次および教養学部)

泉情報処理センター

〒981 キー3193

仙台市泉区天神沢二丁目1番1号

電話(022)-375-1181
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